
総務委員会・分科会会議記録  

   

１  期 日   令和８年３月 17日（火）  

              午前９時 24分  開会  

              午後１時 55分  閉会  

２  場 所   第１委員会室  

３  出 席 委 員   委  員  長  芹澤  正志  

            副委員長  太田  智博  

            委   員  青栁  順子、須山  泰一  

                 竹中   理、福田  嗣久  

                 米田  達也  

４  欠 席 委 員    なし  

５  説 明 員   （別紙のとおり）  

６  傍 聴 議 員    なし  

７  傍 聴 者   なし  

８  事 務 局 職 員    主幹兼議事調査係長  山本  雅彦  

９  会議に付した事件    （別紙のとおり）  

   

    総務委員長・分科会長   芹澤  正志  

 



総 務 委 員 会（ 分 科 会 ）次 第 

2026年３月17日（火）９：30～ 

第１委員会室 

１ 開会 

２ 委員長あいさつ 

３ 協議事項 

(1) 付託・分担案件の審査について <２頁>

ア委員会審査

イ分科会審査

(2) 意見・要望のまとめについて

ア委員会意見・要望のまとめ

イ分科会意見・要望のまとめ

(3) 閉会中の継続審査申出について <６頁>

４ その他 

５ 閉会 

1



令和８年第２回豊岡市議会（定例会）議案付託表 

 

【 総 務 委 員 会 】 

第２号議案 豊岡市過疎地域持続的発展計画の策定について 

第３号議案 豊岡市辺地総合整備計画の策定について 

第４号議案 財産の無償貸付の変更について 

第７号議案 豊岡市行政手続条例の一部を改正する条例制定について 

第８号議案 豊岡市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定について 

第23号議案 令和７年度豊岡市管理会財産区特別会計補正予算（第１号） 

第34号議案 令和８年度豊岡市管理会財産区特別会計予算 

 

予算決算委員会付託議案に係る分科会分担表 

 

【 総 務 分 科 会 】 

報告第２号 専決処分したものの承認を求めることについて 

 専決第２号  令和７年度豊岡市一般会計補正予算（第10号） 

第15号議案 令和７年度豊岡市一般会計補正予算（第11号） 

第26号議案 令和８年度豊岡市一般会計予算 
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 令和８年３月定例会  

総務委員会（分科会） 審査日程表
審 査 日 程 所管（出席対象）部署 審  査  内  容 

３月16日（月） 
13：00～ 

第１委員会室 

【議会事務局】 

【市長公室】経営企画課、 

 DX･行財政改革推進課 

【行政管理部】財政課、資産活用課 

【総務部】総務課、人事課 

【市民部】税務課 

【会計管理者】会計課 

【委員会】 

《議案》 

＜説明、質疑、討論、表決＞ 

○第２号議案 ○第３号議案

○第４号議案 ○第７号議案

○第８号議案

【分科会】 

《令和７年度一般会計補正予算議案》 

＜説明、質疑＞ 

○報告第２号 ○第15号議案

３月16日（月） 
14：00～ 

第１委員会室 

【危機管理部】危機管理課 

【くらし創造部】地域づくり課、 

多様性推進・ｼﾞｪﾝﾀﾞｰｷﾞｬｯﾌﾟ対策課 

【各振興局】地域振興課（総務担当） 

【消防本部】総務課、警防課 

【選管監査委員事務局】 

【委員会】 

《議案》 

＜説明、質疑、討論、表決＞ 

〇第23号議案 

【分科会】 

《令和７年度一般会計補正予算議案》 

＜説明、質疑、賛否の確認＞ 

○報告第２号 ○第15号議案

※委員のみ 《委員会審査意見・要望のまとめ》 

《分科会審査意見・要望のまとめ》 

３月17日（火） 
９：30～ 

第１委員会室 

【議会事務局】 

【市長公室】秘書広報課、経営企画課、 

DX･行財政改革推進課 

【行政管理部】財政課、資産活用課 

【総務部】総務課、人事課 

【会計管理者】会計課 

【くらし創造部】地域づくり課、 

多様性推進・ｼﾞｪﾝﾀﾞｰｷﾞｬｯﾌﾟ対策課 

【分科会】 

《令和８年度一般会計予算議案》 

＜説明、質疑＞ 

○第26号議案

３月17日（火） 
13：00～ 

第１委員会室 

【危機管理部】危機管理課 

【市民部】税務課 

【各振興局】地域振興課（総務担当） 

【消防本部】総務課、予防課、警防課 

【選管監査委員事務局】 

【委員会】 

《令和８年度管理会財産区特別会計予算

議案》 

＜説明、質疑、討論、表決＞ 

○第34号議案

【分科会】 

《令和８年度一般会計予算議案》 

＜説明、質疑＞○第26号議案 
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審 査 日 程 所管（出席対象）部署 審  査  内  容 

※委員のみ ＜賛否の確認＞○第26号議案 

 

《委員会審査意見・要望のまとめ》 

《分科会審査意見・要望のまとめ》 

※ 総務分科会での説明は、基本的に①財政課（全体概要含む）、②その他の課(組織順)の流れでお願いします。 
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須 山 泰 一

福 田 嗣 久

7名

坂本英津子 1 税務課長 塚 本 尚 見

議会事務局次長 佐田美佐樹 1

谷 口 雄 彦 1 地域振興課長 木 村 弥 江

次長兼秘書広報課長 藤 本 充 1

秘書広報課参事 桒 垣 敦 子 地域振興課長 小 林 昌 弘

経営企画課長 真 狩 直 哉 1

ＤＸ・行財政改革推進課長 橋 本 直 紀 1 地域振興課長 吉 田 政 明

野 村 亮 太 1 地域振興課長 三 宅 徹

次長兼財政課長 長谷川幹人 1

財政課参事 宇 野 友 喜 地域振興課長 大 岸 勝 也

資産活用課長 植 田 孝 志 1

会計課長 西 村 嘉 通

畑 中 聖 史 1 会計課参事 高木智佳子

危機管理課長 松 岡 久 雄 1

井 﨑 博 之

総務部長(会計管理者) 宮 代 将 樹 1 中 地 修

総務課長 大 形 昌 民 1 田 中 陽 一

総務課参事(文書法制担当) 山 本 慎 二 1 予防課長 中 尾 浩

次長兼人事課長 岡 亮 吾 1

人事課参事 植 田 真 美 1 選管監査事務局長 中 奥 実

谷 岡 慎 一 1

地域づくり課長 宮 田 裕 史 1

説明員計 33名

議会事務局主幹 山 本 雅 彦

午前　20名 計 41名
午後　13名

議会事務局 市民部

2025年度　豊岡市議会総務委員会名簿 2026年3月17日(火)

【総務委員】

委 員 長 芹 澤 正 志

副 委 員 長 太 田 智 博

委 員

青 栁 順 子

竹 中 理

米 田 達 也

【説明員】  ※出席者に着色しています

議会事務局長

市長公室 城崎振興局

市長公室長

竹野振興局

日高振興局

行政管理部 出石振興局

消防本部参事兼警防課長

行政管理部長

但東振興局

会計課

危機管理部

危機管理部長

消防本部

総務部

消防本部参事兼総務課長

多様性推進・ジェンダー
ギャップ対策参事

道 下 一 1
【担当事務局職員】

選挙管理委員会・監査委員事務局

くらし創造部

くらし創造部長

多様性推進・ジェンダー
ギャップ対策課長

原田紀代美 1
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2025 年 度  総 務 委 員 会 の 重 点 調 査 事 項 

 

１ 基本構想と市政運営について 

 

２ 地方創生施策の推進について 

 

３ 移住定住・人口減少対策について 

 

４ 地方財政及び行財政改革について 

 

５ 公共施設マネジメントについて 

 

６ 自治体ＤＸの課題と推進について 

 

７ 消防行政の推進について 

 

８ 地域コミュニティの推進について 

 

９ ジェンダーギャップ解消の推進について 
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午前９時２４分開会 

○委員長（芹澤 正志） 皆さん、おはようございま

す。 

 それでは、皆さんおそろいになられましたので、

ただいまから総務委員会を開会いたします。 

 今日は、昨日に比べて少し暖かく、晴天というこ

とで、何か気分よく、朝、こちらに出勤させてもら

いました。 

 ２日目になりますけれども、最後まで何とぞよろ

しくお願いいたします。 

 それでは、本日は、当委員会に付託されました第

３４号議案の説明、質疑、討論、表決及び当分科会

に分担されました第２６号議案の説明、質疑、賛否

の確認を行い、その後、意見・要望のまとめを行う

予定としています。 

 委員の皆さんは、ＳｉｄｅＢｏｏｋｓ上のフォル

ダー、ホーム、総務委員会、総務２０２６０３１７

が本日の委員会のフォルダーです。そこに本日の委

員会の資料を配信しております。 

 本日の当局出席者についてでありますが、審査日

程表に合わせて、午前、午後に分けて、所管部署の

職員に出席いただくよう要請しております。 

 委員の皆さん並びに当局職員の皆さんは、質疑、

答弁に当たりましては、要点を押さえ、簡潔明瞭に

行っていただきまして、スムーズな議事進行にご協

力をお願いいたします。 

 なお、委員会及び分科会での発言は、委員長、分

科会長の指名の後、マイクを使用して課名と名字を

名のってから行っていただきますようお願いいた

します。 

 ここで委員会を暫時休憩します。 

午前９時２５分 委員会休憩 

──────────────────── 

午前９時２５分 分科会開会 

○分科会長（芹澤 正志） 分科会を開会します。 

 これより３の協議事項、１の付託・分担案件の審

査について、イの分科会審査に入ります。 

 まず、第２６号議案、令和８年度豊岡市一般会計

予算を議題といたします。 

 第２６号議案中、当分科会に審査を分担されまし

たのは、所管事項に係る歳入歳出予算、債務負担行

為、地方債、一時借入金及び歳出予算の流用につい

てであります。 

 本案につきましては、予算説明書の説明欄に所管

課が明記されておりますので、事業名と予算額のみ

を説明いただく必要はありません。十分な質疑時間

を確保するためにも、当局には、新規事業や前年度

から大きな変更のあった事業及び主要事業等を主

として説明いただきますよう依頼しております。 

 当局の説明は、まず財政課から、全体概要を含め

て説明いただきまして、その後、組織順で、各担当

課から歳出及び歳入等を一気に説明願います。 

 質疑は、説明が終わった後に一括して行います。 

 当局の皆さんは、説明される際には、説明するペ

ージを委員が開いたかどうか確認しながら、ゆっく

り説明してください。 

 それでは、順次説明願います。 

 財政課から、長谷川部次長、お願いします。 

○行政管理部次長（長谷川幹人） ３ページをご覧く

ださい。第２６号議案、令和８年度一般会計予算に

ついてご説明いたします。 

 第１条で、歳入歳出予算の総額を５１７億５，０

００万円と定めております。 

 第２条で債務負担行為の、第３条で地方債の限度

額などを定めております。 

 第４条で一時借入金の借入れの最高額を６０億

円と定めております。 

 第５条は、歳出予算の流用ができる場合を定めた

ものでして、給料、職員手当、共済費に係る予算に

不足が生じた場合に、同一款内での各項間の流用を

お願いするものでございます。 

 ９ページをご覧ください。第２表、債務負担行為

です。７事項につきまして、限度額１億４，１５２

万２，０００円を計上しております。 

 １０ページから１２ページにつきましては、第３

表、地方債です。３０事業、限度額２２億３，７１

０万円を計上してるといったことでございます。 

 続きましては、資料ファイルをご覧ください。資



 2 

料ファイル、一般会計の概要につきまして、ナンバ

ー４、２０２６一般会計予算説明資料ナンバー４と

いうのをご覧ください。 

 ８ページをご覧ください、８ページでございます。

こちら、一般会計の債務負担行為の調書を掲載をし

ております。これまでに議決いただいております１

２７事項につきまして記載をしてるということで、

１４ページの計の欄をご覧ください。中央のやや右

の列、当該年度以降、これは２０２６年度以降です

が、その支出予定額の合計、これにつきましては７

８億２，３８３万３，０００円ということにしてお

ります。 

 １５ページにつきましては、当該年度、２０２６

年度に新たに債務負担行為を設定するもの、７事項

を記載をしておるといったことでございます。 

 続いて、１６ページ、１７ページをご覧ください。

地方債現在高の見込みに関する調書でございます。

ちょっと見にくいですが、３列目の前年度末、これ

は２０２５年度末なんですが、現在高見込額の合計

につきましては、３５１億１，７６８万円、当該年

度中、これは２０２６年度中ですが、起債見込額と

しまして２２億３，７１０万円、当該年度中の元金

償還見込額、これが４８億２，４２６万３，０００

円、差引きの当該年度末の現在高見込額につきまし

ては３２５億３，０５１万７，０００円ということ

にしております。 

 １８ページから２１ページが歳入の概要です。 

 １８ページをご覧ください。一番上の段、１款市

税につきましては、前年度と比較しまして２億９７

８万円、２．２％の増ということで、９９億３，９

７０万３，０００円というふうにしております。理

由としましては、主な内容欄をご覧ください。市民

税（個人）ですね、これにつきましては、収納率、

これが実態に合わせるということで、収納率を若干

上げたといったことと、あと固定資産税、これやっ

ぱり償却資産ですね、こういったものが増収といっ

たことでこのような金額になるというふうに想定

をしてるということでございます。 

 次に、１２の地方交付税です。主な内容欄、左側、

普通交付税につきましては、国の地財計画では、地

方交付税総額が６．５％上がるといったことを言っ

てます。ただ、この６．５％の中には、県のほうで

すね、都道府県の分の医療費の無償化の部分も含ま

れてるといったことですので、市町村についてはち

ょっとよく分からない状況ですので、非常に慎重に

積算をしているといった内容でございます。 

 まず、人事院勧告に伴う給与体系に伴う人件費増

額分が措置されるといったことですんで、これは増

額、プラスに働きます。一方、地方債現在高が減っ

てきますので、その分、交付税算入が減ってくると

いうことになりますので、これがマイナス方面。あ

と、市税も増収になります。ただ、これが、市税は

増収になるんですが、これもマイナス要因といった

ことです。ということから３億の減、２％の減とい

うことで１４９億円を見込むということになりま

す。繰り返しですが、これはあくまでも積算した想

定内の金額ですので、単に減ったんではなくて、こ

ういった積算によって減額になったといった内容

でございます。 

 右側の特別交付税、これにつきましては除排雪経

費の増額を見込みまして１億２，０００万円、５．

５％の増、２３億２，０００万円としております。 

 次に、１４、分担金及び負担金です。保育料の軽

減に伴って、特定教育・保育施設利用者負担金、い

わゆる保育料が減額になるといったことがありま

すので、３，５４５万４，０００円、２４％の減と

いうことにしております。 

 １６、国庫支出金です。地方創生臨時交付金の減

額、これ、定額減税補足給付金等が減額になったと

いうことと、小中一貫教育の竹野学園の整備、これ

が終了したといったことがありますので、５億２，

９０５万、８．５％の減というふうにしております。 

 ２０ページ、２１ページをご覧ください。１７、

県支出金です。小学校給食の無償化に伴う給食費負

担軽減交付金、あと、小学校のタブレット更新です

ね、公立学校情報機器整備事業費の増額などにより

まして、２億５，２１８万６，０００円、７．８％

の増というふうにしております。 
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 １８、財産収入です。これにつきましては、基金

の積極的な債券運用、預金利息の上昇などによりま

して、８，５７７万円、６８．２％の増というふう

にしております。 

 １９、寄附金です。好調なふるさと納税などによ

りまして、１億８，７８０万円、１２．２％の増と

いうふうにしております。 

 ２０、繰入金です。公立豊岡病院組合の貸付けに

財政調整基金から１０億円、地域振興基金から９億

１，３５０万円を繰り入れることなどによりまして、

２７億１，１０１万５，０００円、９２．８％の大

幅な増といったことで、結果、５６億３，２４４万

４，０００円というふうにしております。 

 なお、この財調につきましては、先ほどの豊岡病

院の貸付けのほかに、一般財源の収支不足として１

７億円も別に繰入れをしてるといったことになり

ます。 

 ２２、諸収入です。小学校給食無償化に伴う学校

給食徴収金、これは親御さんの負担ですね、これや

旧豊岡清掃センター移転補償金の減額などにより

まして、３億７，５０９万１，０００円、１８．４％

の減というふうに見込んでおります。 

 ２３、市債です。小中一貫校竹野学園整備、ウェ

ルストークの長寿命化工事の完了などによりまし

て、１８億６，０３０万円、４５．４％の減という

ことで、２２億３，７００万円というふうにしてお

ります。 

 続きまして、２２ページから２５ページ、歳出の

概要でございます。 

 まず、２２ページ、総務費です。基金管理費、庁

舎管理費、コミュニティセンター管理費、あと、選

挙費の減額などによりまして、４億８，０４４万４，

０００円、５．４％の減というふうにしております。 

 ３、民生費です。こども医療費助成事業費、障害

者自立支援給付事業費、児童保育運営事業費、生活

保護措置費の増額などによりまして８，７９１万２，

０００円、０．６％の増というふうにしております。 

 ４、衛生費です。公立豊岡病院の負担金と、同じ

く組合への貸付金、旧清掃施設管理費の増額などに

よりまして、２７億４，２８６万２，０００円、４

９．６％の増というふうにしております。 

 ６、農林水産業費です。農業施設管理費、史跡調

査事業費の増額などによりまして、７，８４８万５，

０００円、４．９％の増というふうにしております。 

 ２４ページ、２５ページをご覧ください。７、商

工費です。城崎観光施設管理費、これはさとの湯の

建て替えの分です。あと、道の駅「神鍋高原」整備

事業費の減額などによりまして、３億７，７５１万

２，０００円、２４．３％の減というふうにしてお

ります。 

 ８、土木費です。中央公園整備事業費、住宅管理

費の減額などによりまして、１億７，８４６万８，

０００円、３．３％の減というふうにしております。 

 ９、消防費です。情報通信設備管理費、あと、豊

岡消防署消防設備・施設整備事業費、これ、ポンプ

車の更新ですが、これらの増額などによりまして、

６，０９３万２，０００円、２．９％の増というふ

うにしております。 

 １０、教育費です。小中一貫校整備事業費であっ

たり、学校施設整備事業費、これは三江小学校です。

あと、図書館管理費の減額などによりまして、１１

億１，５８１万６，０００円、２１．２％の減とい

うふうにしております。 

 １２、公債費です。地方債現在高の減少に伴いま

して２億３，６５２万４，０００円、４．５％の減

というふうにしております。 

 最後にですが、人件費、人件費につきましては、

議会費を除いて記載はしていません。ただ、実際に

は人件費全体で約２億円ですね、２．２％の増とい

うふうになっております。 

 ３０ページから３３ページ、ご覧ください。投資

的経費の一覧を記載をしております。 

 ３３ページ、合計欄でございます。普通建設事業

の合計額は４２億６，６２５万７，０００円、前年

度は６０億２８１万４，０００円ですので、１７億

３，６５５万７，０００円、２８．９％の減という

ふうになっております。 

 これ、今年度、２０２５年度は、竹野学園であっ
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たり、三江小学校、あと、竹野庁舎、日高庁舎、こ

ういった長寿命化工事が多くあったということで、

２０２５年度はそれが多かった。今回、２０２６年

度は、その端境期といいましょうか、ちょっと少な

い金額にはなってます。ただ、２０２７年度以降で

すね、２０２７年度以降については、文化会館整備

があったり、あと、学校の長寿命化、こういうので、

また金額が大きくなってくるといったことですん

で、２０２６年度はちょっとたまたま少ない金額だ

というふうに我々としては捉えています。 

 ３４ページをご覧ください、３４ページです。一

般会計地方債の内訳です。主な起債の種類でござい

ますが、３４ページ１段目、公共事業等債につきま

しては３億４，４６０万円。 

 ３５ページ、１段目の緊急防災・減災事業につき

ましては２億２，１９０万円、その下の段、公共施

設等適正管理推進事業債につきましては５億６２

０万円というふうになっております。 

 続いて、３６ページ、上から３段目、辺地対策事

業債につきましては４，９８０万円、その下の段、

過疎対策事業債については４億５，１００万円。 

 ３７ページ、下の段、過疎対策事業債、これはい

わゆる過疎ソフトでして、６，０７０万円を予定を

しております。この辺地、過疎につきまして、昨日、

ちょっとご質問ありました。実は総額が決まってお

ります。辺地、過疎の総額、過疎につきましては、

全国で約６，０００億円、我々、一応要望はするん

ですけど、実際につくのが約８割から９割、２０２

５年度は９割、それ以前は８割程度ですので、過疎

を要望しても、全額つかないというのが実態といっ

たことになります。 

 それとあと、過疎ソフトにつきましても、６，０

００万円でしたが、これも枠で決まってまして、も

ともと二、三年前は１．５億円、枠が決まってます

ので、今回、６，０００万円ということで、もう半

分以下になってるといったことですので、非常に有

利な起債ではあるんですけど、それだけ皆さん人気

がある。ですので、どうしても取り合いになってる

いうのが実態でございます。 

 あと１点、書いてませんけど、新しいまちづくり

に活用してきました合併特例債です。合併特例債は

載っていません。２０２５年度が発行の期限となっ

ております。今年度で終了といったことになります。

振り返ってみますと、２００５年度から２１年間で、

建設事業に約４３０億円、基金発行に３８億円、総

額４６８億円を発行しまして、新たな豊岡市の姿を、

形をつくってきたといったことになります。 

 一般会計の歳入歳出の概要については以上でご

ざいます。 

 続きまして、財政課分の説明をいたします。 

 予算書に戻っていただきまして、予算書の３２０、

３２１ページをご覧ください。 

 ２つ目の枠、１２款公債費の市債元金と利子でし

て、まず市債元金です。４８億２，４２６万３，０

００円で、前年度と比較して２億８，７０６万４，

０００円と、減というふうに順調には減らしてきて

るといったことになります。 

 ただし、その下、市債利子です。市債利子につき

ましては５，１６６万４，０００円の増といったこ

とです。本来元金が減りますんで、利子も減るはず

なんですけど、昨今の金利上昇に伴いまして、新発

債、もしくは借換えにつきまして、今、利率を２．

８％で計算します。数年前までは０．００何％とい

うことです。もう一気に上がってまして、最近では

約２％程度、場合によっては２．８ぐらいまで上が

ってくるのかなということで、ちょっと高めに、２．

８％で見込んでいるため、この金利のほうが高くな

ると、増加するといったことになります。 

 ３２２ページ、３２３ページをご覧ください。１

つ目の枠、１３款諸支出金の市債管理基金積立金で

す。ひょうごグリーン県民債として借り入れた５年

満期一括償還、これの５，０００万円について、償

還のために毎年１，０００万円ずつを積み立てるも

のでして、２０２３年度から２０２５年度までの３

年間分、償還分の３，０００万円を積み立てるとい

ったものでございます。 

 なお、このひょうごグリーン県民債の共同発行に

つきましては、一定の成果を上げたといったことで
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すので、２０２５年度、今年度を最終としまして、

２０２６年度は参加しないというふうにしており

ます。 

 続きまして、歳入です。財政課が所管しているも

のですが、戻っていただきまして、２０ページです。

３枠目の２款地方譲与税から、２６ページ、２枠目

の１３款交通安全対策特別交付金です。譲与税、各

種交付金につきましては、それぞれ２０２５年度の

決算見込みと２０２６年度の国の地財計画におい

て、対前年度比伸び率から推計をしまして予算計上

してるといった内容でございます。地方交付税、分

担金及び負担金、財産収入、寄附金、繰入金、諸収

入、市債などにつきましては、先ほど概要で説明し

たとおりでございます。 

 説明は以上でございます。 

○分科会長（芹澤 正志） 続いて、議会事務局、佐

田次長、どうぞ。 

○事務局次長（佐田美佐樹） 議会事務局関係分の歳

出予算につきまして、主なものを説明させていただ

きます。 

 予算書８１ページをお願いいたします。右側の説

明欄で説明いたします。 

 まず一番上の人件費ですが、議員に係るものとい

たしまして、２行目の議員報酬、それから少し下の

ほうになりますが、議員期末手当、議員共済組合負

担金、非常勤職員公務災害補償保険料で、合計１億

６，５８３万５，０００円となります。２０２５年

度と比較しまして８７３万１，０００円の減額とな

ります。要因は、昨年１０月の改選から、議員定数

が２２名となり、これまでから２名減となったこと

によることと、議員共済組合負担金の負担率が下が

ったことなどによるものです。 

 次に、真ん中辺り、議会管理費です。合計１，８

３６万円で、２０２５年度と比較いたしまして３０

０万６，０００円の減額となります。主な要因とい

たしましては、２０２５年度は、議員に貸与してお

りますタブレット端末の５年ごとの更新に伴う委

託料、備品購入費などや、議員改選の年度に作成し

ております議会活動報告書議会のあゆみの作成に

要する印刷製本費などを計上しておりましたが、来

年度、２０２６年度は、それらの経費の計上が必要

なくなることなどによるものです。 

 次に、下から１３行目になります議会運営活動費

です。合計８９０万４，０００円で、２０２５年度

と比較いたしまして４５万７，０００円の減額とな

ります。主な要因といたしましては、先ほども申し

ましたが、２０２５年度は議員の改選の年でしたの

で、新しい議員の皆様に必要な物品等に係る需用費

などを計上しておりましたが、来年度、２０２６年

については、これらの経費の計上が必要なくなるこ

となどによるものです。 

 また、全国市町村交流レガッタ大会が、２０２６

年度は福島県の喜多方市で開催される予定でござ

います。そちらの参加旅費等につきましてもこちら

に計上しております。 

 議会事務局の説明は以上です。 

○分科会長（芹澤 正志） 秘書広報課、藤本部次長、

どうぞ。 

○秘書広報課長（藤本  充） 予算書の８５ページ

をご覧ください。上から２つ目の秘書渉外費です。

本年度は、前年度と比較して７００万６，０００円

の増となる１，３７２万５，０００円を計上してお

ります。 

 新規事業としましては、今年の９月に５年間のリ

ース期間が満了する市長公用車の更新に係る費用

７２３万２，０００円を計上しています。昨今の自

動車市場における深刻な供給不足、とりわけ特定車

種の需給逼迫を受け、調達方法を精査いたしました。

予算要求時点の調査では、リース調達の場合、抽せ

ん方式が一般的となっており、年度内の調達さえも

極めて不透明な状況にあったため、抽せんのない購

入費用として計上をさせていただいております。な

お、執行段階におきましては、最新の市場動向を注

視し、リースと買取りのいずれが本市にとって有利

かつ確実に調達できるかを比較検討し、柔軟に対応

してまいりたいと考えています。 

 次に、８７ページをご覧ください。一番上の表彰

栄典費です。本年度は、前年度と比較して２２８万
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５，０００円の減となる９４万５，０００円を計上

しております。主な減額の要因といたしましては、

前年度に執行いたしました市制２０周年記念式典

に係る経費２００万円が、事業完了に伴い皆減とな

ったことなどによるものです。 

 次に、８９ページをご覧ください。下段の広報広

聴事業費です。本年度は、前年度と比較して２７６

万１，０００円の減となる２，６４７万１，０００

円を計上しております。主な減額の要因といたしま

しては、前年度に執行いたしました市公式ＬＩＮＥ

の機能強化に係る経費５０２万７，０００円が、事

業完了に伴い皆減となったことによるものです。一

方で、本年度は、新たに広報改善・情報発信強化業

務として２２０万円を計上しております。差引きで

２８２万７，０００円の減でございます。当該業務

は、専門家の知見を活用し、主に市ホームページの

階層整理や重複項目の統合、関連情報のリンクの集

約などを行うことで、市民の皆様にとって見やすく、

探しやすい情報発信体制の構築を目指すものでご

ざいます。 

 秘書広報課の説明は以上です。 

○分科会長（芹澤 正志） 経営企画課、真狩課長、

どうぞ。 

○経営企画課長（真狩 直哉） 経営企画課所管分に

ついて説明します。 

 ９５ページをご覧ください。下の枠、６行目から

の企画調整費です。業務委託料で但東クロスプロジ

ェクト関連業務を計上しています。本プロジェクト

によってつくり上げたい将来像を実現するため、地

域等と共にどういうことに取り組むかなどを網羅

した計画づくりを行います。その計画づくりに伴走

支援いただく人材を配置するものです。この計画が

どういうものかというと、この計画でもって２０２

７年度以降、本プロジェクトにひもづく事業全体を

対象に、国土交通省が推進している地域生活圏の補

助金の採択を受けられるようにしていきたいとい

うふうに考えています。 

 なお、２０２６年度の財源としては、県の「持続

可能な生活圏」形成支援事業費補助金を予定してい

ます。 

 次に、１３１ページをご覧ください。真ん中辺り、

地方創生推進費です。（「来てない」「ちょっと待

ってくださいね」と呼ぶ者あり）はい。（「はい、

どうぞ」と呼ぶ者あり）ここでは、官民共創推進事

業、空飛ぶクルマ関連事業に係る経費を計上してい

ます。官民共創推進事業では、庁内への官民共創風

土をさらに醸成するための勉強会として、セミナー、

ワークショップを実施します。講師謝礼、費用弁償

を計上しています。 

 また、官民共創を推進するための支援業務を委託

します。業務内容としては、各課が抱える課題の整

理を支援、企業等への課題発信、勉強会で出てきた

課題や各課が抱える課題に関する企業等との意見

交換の支援、官民共創に関する助言などです。 

 次に、空飛ぶクルマ関連事業では、国等へのトッ

プセールスに係る旅費、負担金として、コウノトリ

とめぐる空飛ぶクルマ社会実装プロジェクト推進

協議会の会費、補助金として、空飛ぶクルマ社会実

装促進事業補助金、仮称ですけども、を計上してい

ます。補助金は、兵庫県の空飛ぶクルマ実装促進事

業補助金において交付決定を受けた事業者を対象

に、市も随伴補助を行うものです。 

 なお、詳細につきましては、県と市とまだ現在調

整中の段階であります。 

 続いて、歳入についてご説明します。４１ページ

をご覧ください。一番下の枠、地域未来交付金、地

域未来推進型です。昨年度までの新しい地方経済・

生活環境創成交付金第２世代交付金に代わるもの

です。市が行う事業全てが人口減少対策につながる

ものとの考え方から、あらゆる分野の中から本交付

金の対象となり得る事業を大きく３つの事業とし

てまとめ、国に現在申請しています。交付率は対象

経費の２分の１です。 

 続きまして、４７ページです。上の枠、持続可能

な多自然地域づくりプロジェクト事業費補助金の

うち、「持続可能な生活圏」形成支援事業費補助金

のうち経営企画課分は１９１万８，０００円の２分

の１、９５万９，０００円です。これは歳出で説明
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しました但東クロスプロジェクトでの計画づくり

に対する補助金です。 

 続きまして、６１ページをご覧ください。上から

２つ目の枠、総務管理費寄附金の企業版ふるさと応

援寄附金２，２００万円のうち１，０００万円を経

営企画課分として計上しています。 

 説明は以上です。 

○分科会長（芹澤 正志） ＤＸ・行財政改革推進課、

橋本課長、どうぞ。 

○ＤＸ・行財政改革推進課長（橋本 直紀） 歳出、

歳入、債務負担行為の順に説明をいたします。 

 まず、歳出です。８９ページをご覧ください。上

から２つ目の事業、行革推進費です。行財政改革推

進委員会開催２回分です。 

 次に、９５ページをご覧ください。企画費の上段、

企画調整費です。但東地域において、行政サービス

の利用環境整備を目的に、商業施設にキオスク端末

を設置します。事業用備品と消耗品など合わせて５

７３万６，０００円を計上しています。 

 次に、１０９ページをご覧ください。行政情報化

推進事業費です。２０２５年度までは、各施設間ネ

ットワーク用の光ケーブル借り上げ料を地域情報

化推進事業費で別途事業立てしていましたが、２０

２６年度からは、行政情報化推進事業費に統合して

います。トータルでは、前年度と比較して３，７０

０万円程度の減の２億６，１３９万３，０００円で

計上するものです。計上減の主な原因は、自治体情

報システムの標準化、移行作業について、２０２６

年度は、ベンダーのリソース不足のため、一旦休止

の予定となっております。 

 そのほかでは、新規に対応するものもあります。

サーバー仮想化基盤について、ウィンドウズサーバ

ー２０１６のライセンスサポート期限を迎えるた

め、最新バージョンの２０２５に更新するものです。

１，１３８万５，０００円を計上しています。 

 そのほか、基幹系システム、ネットワーク、情報

系パソコンなど、豊岡市役所のデジタル基盤を支え

るためのハード、ソフトに関する経費を計上してい

ます。 

 その下、ＤＸ推進事業費です。追加事業としては、

総務省の地域活性化起業人制度を活用した民間人

材の受入れについてです。民間企業の専門知識、業

務経験、人脈、ノウハウを活用し、主に地域ＤＸを

推進していくことを目的に、２０２５年度から派遣

型２名、副業型１名を既に受け入れていますが、次

年度はさらにもう１名受け入れる予定です。副業型

は、所属する企業の業務に従事しながら、副業とし

て豊岡市の業務に従事いただくもので、月に４日以

上２０時間以上の従事、１回以上の来訪が条件です。 

 次に、１２９ページをご覧ください。最下段、市

民との共創支援事業費４３４万５，０００円です。

オンラインで市民の皆様の声を聞く「シビックとよ

おか」及びリアルで市民の皆さんの思いを聞くちい

き×エールの開催に係る経費です。 

 これらのほかにＤＸ行財政改革推進課では、豊岡

スマートコミュニティ推進企業の事業推進に関連

する予算を計上しています。 

 以上、職員の人件費を除く歳出予算の総額は３億

５４７万８，０００円です。 

 次に、歳入を説明させていただきます。４１ペー

ジをご覧ください。最下段の地域未来交付金です。

先ほどの説明と少しかぶるんですけれども、地域未

来推進型のうち、２７２万９，０００円は、市民と

の共創支援業務、オンラインで市民の皆様の声を聞

く「シビックとよおか」及びリアルで市民の皆様の

思いを聞くちいき×エールの開催、豊岡スマートコ

ミュニティ推進事業費に充当しています。 

 次に、最下段のデジタル実装型のうち、２７２万

３，０００円は、先ほどご説明をした但東地域に設

置するキオスク端末に係る交付金です。いずれも交

付率は２分の１です。 

 次に、債務負担行為です。９ページをご覧くださ

い。表の一番上、オラクル用仮想化基盤サーバー更

新事業、限度額１，０２５万５，０００円です。こ

れは、現在使用しているオラクル専用サーバーの更

新に要する費用です。このサーバーは、２０２０年

度に導入しており、２０２６年度をもってハードの

保守契約が満期を迎えることに加え、サーバーＯＳ
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のウィンドウズサーバー２０１６についても、サポ

ート期限が２０２７年初頭となっています。この専

用サーバーについて、切れ目なく、安定した運用及

び業務遂行を続けるために、今回、債務負担行為を

設定するものでございます。 

 説明は以上です。 

○分科会長（芹澤 正志） 資産活用課、植田課長、

どうぞ。 

○資産活用課長（植田 孝志） それでは、資産活用

課に係る主な予算について説明させていただきま

す。 

 まず、歳出からです。予算書の８９ページをご覧

ください。真ん中やや下のほうに公共施設マネジメ

ント推進事業費として９４万７，０００円を計上し

ております。これは、公共施設マネジメントを進め

ていくための事務経費であり、前年度から約１，０

００万円の減となっています。昨年度は、再編計画

策定業務がありましたので、その業務分が減額とな

っています。 

 次に、９３ページをご覧ください。上から１０行

目に基金管理費があり、資産活用課分としては、ペ

ージのちょうど真ん中辺りに公共施設整備基金積

立金として６，５２２万４，０００円を計上してい

ます。これは未利用土地の売却収入や利活用が決ま

った学校跡地の貸付収入を今後の公共施設の解体

費や長寿命化工事などの財源にするために将来の

備えとして基金に積み立てるものです。 

 次に、そこから１０行ほど下に財産管理費がござ

います。このうち資産活用課分の主なものとしては、

まず一番下のほうに保守点検委託料として２，０８

４万９，０００円があり、これは資産活用課のほう

で一括計上しています包括管理業務の対象施設以

外の施設に係るエレベーターや自動ドアなどの保

守点検の費用です。 

 次に、９５ページをご覧ください。上から５行目

に維持管理委託料として４９６万５，０００円があ

り、そのうち４８９万５，０００円が資産活用課分

となります。これは、先ほどの保守点検料と同様に

一括計上しています施設に係る夜間警備管理業務

や清掃管理として普通財産に係る草刈り業務の費

用を計上しているものです。 

 その少し下に業務委託料として８６５万９，００

０円があり、そのうち２９４万６，０００円が資産

活用課分となります。これは、未利用地の売却に向

けた測量業務の費用を計上しています。 

 そこから６行下に設置工事費として２００万円

あります。これは、地区要望に基づく落石防止工事

を予定しており、その費用を今年度新たに計上して

いるものです。 

 次に、そこから５行下に公共施設包括管理事業費

として２億８，９９９万５，０００円を計上してお

り、前年度から３８６万５，０００円の減となって

います。これは、５年契約を締結した公共施設包括

管理業務の３年目に係る費用を計上しているもの

です。減額理由としては、包括管理に係る保守点検

業務の中には、３年に１回や２年に１回実施する業

務があり、前年度実施した業務で、今年度実施する

必要がない業務があるためです。 

 続きまして、大分飛びまして、予算書の３２１ペ

ージをご覧ください。一番下の枠に土地取得費があ

ります。これは日高町竹貫の太陽光発電の収益によ

り、毎年度、土地開発基金から土地を買い戻してお

り、前年度と同額の１，５００万円を計上しており

ます。 

 続きまして、歳入です。戻っていただいて、５９

ページをご覧ください。真ん中の枠の一番上に土地

と建物の貸付収入があり、このうち２，３２３万１，

０００円が資産活用課分で、普通財産を貸し付けし

ていることによる収入を計上しております。毎年度、

貸付物件の増減がありますけども、今年度から旧港

西小学校の貸付けが始まりますので、前年度よりも

約４６０万円程度増額となっています。 

 次に、その下の枠の一番上に土地売払い収入があ

り、このうち５，５９０万円が資産活用課分で、未

利用地の売却収入を計上しております。 

 最後に、６１ページをご覧ください。下から２つ

目の枠に太陽光発電事業特別会計繰入金があり、こ

のうち１，５００万円が資産活用課分で、先ほど歳



 9 

出で説明いたしました太陽光発電の収益を土地開

発基金からの土地の取得に充てるために計上して

いるものです。 

 説明は以上です。 

○分科会長（芹澤 正志） 総務課、大形課長、どう

ぞ。 

○総務課長（大形 昌民） ９０ページ、９１ページ

をご覧ください。目財産管理費の右側、説明欄の１

行目、庁舎管理費です。２０２５年度予算と比較し

まして、約４，０００万円の減額となっています。

２０２６年度の予算の主なものとしましては、２０

２７年３月に処分期限を迎える低濃度ＰＣＢ廃棄

物に係る処分料や庁舎の屋上防水工事を計上して

いますが、２０２５年度に実施しました本庁舎等蛍

光灯のＬＥＤ化など、政策的予算の差引きで減額に

なっています。 

 続きまして、庁舎管理費の下、自動車管理費です。

２０２５年度予算と比較し、約１，３００万円の増

額となっています。 

 ９２ページ、９３ページをご覧ください。９３ペ

ージ、右側説明欄、上から５行目、事業用備品です

が、これは、総務課が保有しています公用マイクロ

バス２台のうち、老朽化車１台の更新費用を計上し

ており、主な増額要因です。 

 続きまして、歳入です。戻っていただき、６２ペ

ージ、６３ページをご覧ください。繰入金の右側説

明欄、下から３行目にあります公共施設整備基金繰

入金ですが、このうち４，０００万円につきまして

は、先ほど歳出の際に説明しました屋上の防水工事

の財源として充当しています。 

 説明は以上です。 

○分科会長（芹澤 正志） 人事課、岡部次長、どう

ぞ。 

○総務部次長（岡  亮吾） 人事課固有の歳入歳出

につきまして、主なものについてご説明いたします。 

 議案書の８７ページをご覧ください。まず、歳出

です。右側説明欄中ほどの人事給与費についてです

が、今年度の当初予算と比較して８３０万５，００

０円の増額としています。人事給与費のうち、業務

委託料がありますが、このうち就業管理システム改

修業務８０７万４，０００円が新規業務となります。

現在導入しています勤怠管理システムについて、庁

舎外の施設も含め、全庁的にシステム利用が図れる

ように、クラウド化によるシステム改修を実施する

こととしています。 

 また、中段の職員研修事業費の上にクラウド使用

料がございますけども、これについては、電子給与

明細、統合型人事情報システム、職員採用管理シス

テム、それと、先ほど説明いたしました就業管理シ

ステムの改修後に係るクラウド使用料という形に

なっております。 

 次に、同じページの下側の職員研修事業費につい

てです。今年度当初予算と比較して２９３万２，０

００円の増額としています。下から３行目の負担金

のうち、派遣職員研修として、除草作業を行う職員

を対象とした刈り払い機作業安全講習を新たに実

施することとしているものでございます。 

 ８９ページをご覧ください。福利厚生事業費につ

きましては、今年度の当初予算と比較して２７万７，

０００円の減額としておりますけども、ほぼ例年ど

おりの予算計上となっております。 

 続きまして、９７ページをご覧ください。説明欄、

右側、下から２行目のキャリアデザイン推進事業費

です。今年度の当初予算と比較しまして２８万４，

０００円の減額としておりますけども、ほぼ例年ど

おりの予算計上となっております。 

 次に、歳入です。７１ページをご覧ください。主

な増加分としまして、下から１２行目、保険料本人

負担金についてですが、１，０５０万円が人事課所

管分となりまして、今年度の当初予算と比較して５

２０万円の増となっております。毎月の給与から引

き去りを行う雇用保険料に対する個人の掛金を受

け入れるものですけども、保険料の改定、保険料率

の改定、それと、人事院勧告に伴う給料表改定に伴

い、増としているものでございます。 

 そのほかにつきましては、ほぼ例年どおりの計上

となっています。 

 人事課からは以上です。 
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○分科会長（芹澤 正志） 地域づくり課、宮田課長、

どうぞ。 

○地域づくり課長（宮田 裕史） 私のほうからは、

地域づくり課所管分のうち、主な予算につきまして

ご説明させていただきたいと思います。 

 まず、歳出についてご説明をさせていただきます。

予算書の９８ページをご覧いただきたいと思いま

す。上の枠、企画費の続きになりますが、右のペー

ジ、９９ページに目をお移しください。５行目、は

たちを祝う会事業費となっております。こちらにつ

きまして、従来は市民会館のほうで開催してきてお

りましたが、来年度からは総合体育館を使っての実

施ということで考えております。そのために、会場

設営等に係ります費用が必要なことから、今年度と

比較しまして１２９万７，０００円増額の２５７万

１，０００円を計上させていただいております。 

 続きまして、１０８ページをご覧いただきたいと

思います。こちら、一番下になりますが、市民プラ

ザ費でございます。 

 右側、１０９ページをご覧いただきたいと思いま

す。市民プラザ費といたしまして、市民プラザ管理

費といたしまして、運営委託料、指定管理料になり

ますが、こちらを１５３万４，０００円増額させて

いただいております。 

 また、次のページにもまたがって、１１１ページ

にもまたがってきますが、市民プラザの事業費とい

たしまして、今年度同様、４本の作品公演を委託実

施するということで、合わせまして、市民プラザ管

理費５，９７４万５，０００円を計上させていただ

いております。 

 続きまして、１１８ページをご覧いただきたいと

思います。こちら、下の枠にございますが、地域コ

ミュニティ推進費でございます。 

 こちらも右のページ、１１９ページをご覧いただ

きたいと思います。こちら、人件費のうち、７行目

になりますが、地域マネジャーに係ります時間外勤

務手当でございます。こちらにつきましては、豊岡

地域の地域マネジャー１０人分に係る時間外勤務

手当が地域づくり課の予算ということになります

が、この地域マネジャーにつきましては、前年度比

おおよそ５０万円増額のおおよそ２１０万円、地域

づくり課分として計上させていただいております。 

 こちらにつきましては、会計年度の皆さんにおき

ましては、一昨年度途中までは、時間外等に、土日、

夜間等に勤務を行った場合、原則として振替休暇と

いうことで取得していただいておりましたが、昨年

度の途中から、時間外勤務手当対応になったという

こともございまして、増額が生じております。また、

各地域におきまして、地域マネジャー以外にも地域

雇用職員というのを雇って、センターの運営に従事

していただいておりますが、成り手不足等などによ

りまして、地域マネジャーに業務が集中するという

ことなどもございまして、この先ほどご説明いたし

ましたように、前年度比おおよそ５０万円増額とい

うことで計上のほうさせていただいております。 

 続きまして、１２１ページをご覧いただきたいと

思います。こちら、９行目にコミュニティセンター

管理費ということで計上させていただいておりま

す。１億２，１１０万２，０００円ということで、

今年度より１億４，１０８万１，０００円減額とな

っております。 

 こちらにつきましては、今年度、旧中竹野小学校

の跡地に中竹野コミュニティセンターを新築させ

ていただきましたが、来年度につきましては、既存

の三方地区コミュニティセンターの長寿命化工事

を行うということで予定いたしておりまして、その

枠の下から５行目にございますが、補修工事費とし

て５，２８２万２，０００円、並びにその１１行上

に投資委託料として８８７万３，０００円を計上さ

せていただいておりますが、全体としては、事業費

としては減額となっております。 

 また、その投資委託料の２行下、業務委託料です

が、こちら、今年度から全コミュニティセンターに

電子錠を導入させていただきました。今年度につき

ましては、移行期間への対応といたしまして、豊岡、

五荘は９月末まで、日高はこの３月末まで、夜間、

あるいは休日等にシルバー人材センターに宿日直

業務を委託いたしておりましたが、それが皆減にな
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るということで減額となっております。 

 続きまして、１２４ページへお進みいただきたい

と思います。地方創生推進事業費になります。 

 こちら、右側１２５ページをご覧いただきたいと

思います。中ほど、上から１９行目になりますが、

出会い機会創出事業費でございます。事業全体につ

きましては、今年度同様、市主催の結婚イベントで

ありますはーとピーやボランティア仲人の縁むす

びさん事業などを継続して実施していきたいとい

うふうに考えております。 

 また、今年度に引き続きまして、豊岡市内在住、

在勤にこだわらない広域のイベントにつきまして

も、実施のほう考えております。 

 その下になります。下から１８行目、定住推進事

業費になります。こちらの補助金の４つ目になりま

すが、古民家再生促進事業でございます。こちらが

新規事業ということであります。これにつきまして

は、古民家のうち、歴史的建築物等ということに限

定はされますが、宿泊施設等の地域交流拠点として

改修する場合に、県と市合わせておおむね事業費の

３分の２を補助させていただくような制度の創出

を考えております。その補助金といたしまして１，

０００万円計上させていただいているところです。

本制度の導入によりまして、限定的ではありますが、

空き家を有効活用する際に、併せて地域の活性化に

つながっていくものではないかというふうに考え

ております。 

 なお、この制度につきましては、県と市それぞれ

が補助を行うという制度になっておりますので、歳

入はございません。 

 続きまして、１３１ページをご覧いただきたいと

思います。下から１２行目になります。地域おこし

協力隊推進事業費でございます。このうち１億１，

７５４万９，０００円が地域づくり課分となってお

ります。 

 次の１３３ページにわたって記載をいたしてお

りますが、継続隊員７名分と新規隊員１６名分の活

動経費及び募集に係る事務経費などを計上させて

いただいております。継続隊員の減少に伴いまして、

２４６万３，０００円の減額となっております。し

かしながら、国の要綱改正によりまして、特別交付

税対象となります隊員の人件費分の上限が３０万

円引き上げられておりますので、豊岡市でも同様の

取扱いとするということで、隊員１人当たり、年間

５４８万３，０００円の委託料とさせていただいて

おります。 

 続きまして、１３３ページにお進みいただきたい

と思います。こちら、ＵＩターン推進事業費になり

ます。事業内容につきましては、今年度同様、引き

続き行っていくということを考えております。その

中で、若者事業、今年度に引き続き実施いたします

が、こちらのほうがふるさと財団の地域再生マネー

ジャー事業補助金を活用して実施しておりますが、

来年度が３か年事業の３年目ということになりま

すので、再来年度以降、その補助金がない中でどの

ように継続実施できるのかということを考えなが

ら、しっかり取り組んでまいりたいというふうに考

えております。 

 続きまして、歳入でございますが、おおむね例年

と同様ですので、説明のほうは省略させていただき

たいと思いますが、１点、７４ページをお願いした

いと思います。こちらのほう、下の枠の１つ目の総

務債になりますが、右側の総務管理債の中の５行目、

コミュニティセンター整備事業債ということで、三

方コミュニティセンターの改修整備に当たりまし

て、５，５５０万円、これを計上させていただいて

おります。 

 なお、１０ページの第３表、地方債のほうにも記

載いたしておりますので、ご確認いただければと思

います。 

 地域づくり課からの説明は以上です。 

○分科会長（芹澤 正志） 多様性推進・ジェンダー

ギャップ対策課、原田課長、どうぞ。 

○多様性推進・ジェンダーギャップ対策課長（原田紀

代美） 私からは、人件費と多様性推進・ジェンダ

ーギャップ対策課が所管する主な事業として、地方

創生推進事業費の５つの事業について説明いたし

ます。 
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 まず、歳出についてです。８３ページをご覧くだ

さい。下の枠の下から８行目、一般管理費の人件費、

時間外勤務手当総額のうち１６８万７，５００円が

多様性推進・ジェンダーギャップ対策課分です。前

年度と比較して６５万５，０００円の増額となって

います。主な増加要因につきましては、実績に応じ

た増加と５年に一度に実施します第４次豊岡市男

女共同参画プランの改定、人権市民意識実態調査な

ど、新たな事業への対応によるものです。 

 続きまして、１２１ページをご覧ください。下の

枠の下から１０行目、多文化共生推進事業費です。

こちらは、神戸大学と共同で実施する多文化共生に

関する調査研究事業が完了しましたので、前年度と

比較して３５７万２，０００円の減額となっていま

す。 

 多文化共生推進事業費の主な内容ですが、これま

でと同様に、外国人相談窓口での相談業務、市民や

窓口職員、保健師、保育士等を対象とした様々な研

修の開催、外国人市民の交流事業の実施、外国人支

援団体による日本語教室の運営業務に対する支援

などを行います。 

 主な費目についてですが、業務委託料、外国人交

流事業等開催業務として１０５万円を計上してお

ります。前年度と比較して４５万円の増額となって

います。 

 新たに加えましたものは、新規事業として地域に

おける多文化共生導入事業に関する業務を４５万

円計上しておりまして、外国人市民との多文化共生

を進める取組を行う地域に対して支援を行うもの

です。 

 １２３ページをご覧ください。上から４行目の補

助金、在住外国人コミュニケーション支援事業費６

４６万円です。前年度と比較して６６万円の増額と

なっています。外国人支援団体２団体が開催してい

る日本語教室の開設、運営業務に対しまして補助金

を交付するものですけれども、活動拠点となる施設

賃借料への支援を目的として拡充するものです。 

 続きまして、同じページのワークイノベーション

推進事業費５９９万円ですが、こちらは、市内事業

所向けのジェンダーギャップの解消の取組です。主

な内容ですが、女性マネジメント層向け等のターゲ

ット別のセミナーの開催をはじめ、従業員意識調査、

ワークイノベーション表彰制度、ワークイノベーシ

ョン推進会議の活動などです。昨年度と同じような

内容となっておりますので、省略をさせていただき

ます。 

 続きまして、同じページのジェンダーギャップ解

消推進事業費５３５万円です。こちらは、まち全体

を対象としたジェンダーギャップの解消に取り組

むものです。暮らしの中の性別役割分担の実態と意

識調査及び働きやすく、働きがいのある職場づくり

に向けた事業所調査の完了、また、取組事業の変更

などによりまして、前年度と比較して３５９万１，

０００円の減額となっています。 

 主な内容ですが、地域や学校園、家庭を対象とし

た啓発事業や学校園におけるジェンダー、多様性な

どをテーマにしたオリジナル絵本の活用などです。

新規事業としまして、仮称ですが、女性のための防

災ノートの作成やジェンダーギャップ解消の定量

化指標を策定します。主な費目として、報償金１９

５万５，０００円を上げておりますが、アドバイザ

ーへの謝金、また、ラク家事・育児コミュニケーシ

ョンシートを活用した研修会や１才のすくすく広

場でのミニワークショップの協力者謝礼などです。 

 次に、消耗品のうち、新規事業として、オリジナ

ル絵本「みらいへのつばさをひろげて」の出版に伴

う図書の購入費用１１０万円を計上しています。絵

本を購入し、学校園に配布して、授業や保育での読

み聞かせなどに活用いただけるようにジェンダー

や多様性について学べる環境を整備します。 

 次に、手数料２４万２，０００円です。新規事業

として、地域防災へのジェンダー視点の促進と女性

の参画の促進に向けて、先ほど説明しましたジェン

ダー防災ノートを製作するものになります。 

 次に、業務委託料ですが、こちらも新規事業とな

ります。定量化指標策定業務１６３万８，０００円

を計上しております。ジェンダーギャップ解消の取

組による地域の質的変化を定量化する指標を策定
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するものとしております。 

 続きまして、同じページの子育て中の女性の就労

促進事業費についてです。こちらは、２０２１年度

から取り組んでいる女性デジタル人材育成と女性

起業家の育成、また、子育て支援総合拠点施設ＷＡ

ＣＣＵ ＴＯＹＯＯＫＡ内のみらい応援Ｒｏｏｍ

を活用した女性の就労支援などの取組に係る費用

となっております。女子中高生向けのプログラミン

グ体験キャンプの事業の終了などによりまして、前

年度と比べて４１万４，０００円の減額となってお

ります。 

 主な費目では、報償金７９万８，０００円があり

ますけれども、女性起業家育成などの起業相談と起

業セミナーの謝金、プログラミング人材育成の３か

月間の講座の謝金などになります。業務委託料４１

３万円は、女性デジタル人材育成と就労支援プログ

ラムの開催委託料になります。女性の経済的自立を

視野に、対面授業とｅラーニングの学習プログラム

によりスキルを身につけ、個別キャリア相談や修了

者の就労支援を行うなど、出口戦略も併せて実施す

る内容に拡充する予定です。 

 続きまして、１３３ページをご覧ください。 

○分科会長（芹澤 正志） ちょっと待ってください

よ。 

 はい、どうぞ。 

○多様性推進・ジェンダーギャップ対策課長（原田紀

代美） 下から１９行目、多様性推進事業費１３２

万１，０００円です。主な内容は、多様性推進方針

に掲げている多様性の視点をあらゆる施策に反映

するため、アドバイザーを設置し、市民委員により

ます検討委員会を４回開催する予定です。検討委員

会では、男女共同参画プランの改定、多文化共生推

進プランの進行管理、ジェンダーギャップ解消戦略

の進行管理も併せて行います。また、市職員向けの

多様性に関する研修会を開催します。 

 主な費目では、報償金１２１万６，０００円です

が、検討委員会開催に関する委員謝礼、アドバイザ

ー謝礼、そして研修会の講師謝礼となっております。 

 続きまして、歳入の説明をさせていただきます。

ページを戻っていただきまして、３５ページをご覧

ください。下から３行目の総務費国庫補助金、地域

女性活躍推進交付金の３６６万９，０００円を計上

しております。これは歳出の子育て中の女性の就労

促進事業の中の女性デジタル人材育成と就労支援

プログラム、女性のプログラミング人材育成、女性

の起業家育成事業の計４８９万２，０００円に対す

る交付金であり、補助率は４分の３となっておりま

す。 

 続きまして、同じページの一番下の行をご覧くだ

さい。外国人受入環境整備交付金１９４万１，００

０円については、昨年度から会計年度任用職員とし

て採用している外国人相談窓口の外国人相談専門

員の人件費として総務部の人件費３８８万２，００

０円に充当するもので、補助率は２分の１となって

おります。 

 続きまして、４１ページをご覧ください。一番下

の枠、地域未来交付金、地域未来推進型の総額のう

ち７４８万４，０００円が、当課が所管しておりま

す、先ほど説明した地方創生推進事業の５つの事業

の財源に充てるものです。 

 次に、６３ページをご覧ください。繰入金の一番

上の枠内の上から６行目、地域振興基金繰入金の総

額のうち９００万円が多文化共生推進事業費、ワー

クイノベーション推進事業費、ジェンダーギャップ

解消推進事業費、子育て中の女性の就労促進事業費

の、４つの事業の財源に充てていただくものになり

ます。 

 続きまして、７３ページをご覧ください。雑入の

上から２３行目、ちょうど中ほどになります。補助

金・交付金の市町日本語教育体制づくり事業費補助

金３２３万円になりますが、文科省の間接補助事業

として、兵庫県から交付されるものです。多文化共

生推進事業費のうち、日本語教室の実施に係る補助

金の在住外国人コミュニケーション支援事業費の

財源に充てるものです。 

 多様性推進・ジェンダーギャップ対策課からの説

明は以上です。 

○分科会長（芹澤 正志） 会計課、西村課長、どう
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ぞ。 

○会計課長（西村 嘉通） では、会計課の関係分に

つきましてご説明させていただきます。 

 初めに、歳出で、９１ページをお願いいたします。

説明欄上から３枠目の会計管理費のところをご覧

ください。こちらは、市の会計処理に係る事務的経

費になります。会計課ほか関連ですので、まとめて

ご説明します。 

 項目中主なものは、手数料とシステムに係る委託

料です。手数料は、前年度予算に対しまして約２７

０万円の増額としております。これは、指定金融機

関等に支払う各種事務手数料について一部見直し

を行ったことによるものです。また、委託料につき

ましては、財務会計システム更新業務の委託料とし

て４，５００万円を計上しております。これは、昨

年９月議会におきまして債務負担行為の設定をお

認めいただき、現在業務を進めているものでござい

ます。令和８年度中に更新作業を完了し、令和９年

度の会計処理から新システムで事務処理を行う予

定としております。 

 次に、９３ページをお願いいたします。説明欄上

から１０行目、基金管理費のところをご覧ください。

基金への積立金の予算で、内訳のうち、何々基金（利

子）としているものが会計課の所管分になります。

全部で１４件、合計金額が１億１，２２１万３，０

００円です。これは、基金の運用に伴う利子収入に

相当する額を各基金に積み立てるもので、前年度当

初予算額に対し約７，８００万円の増額としており

ます。 

 歳出の説明は以上です。 

 次に、歳入です。戻っていただきまして、５９ペ

ージお願いいたします。ページ真ん中の表の上から

３枠目、基金運用利子のところをご覧ください。こ

れは、基金の運用による利子収入を運用益として収

入するもので、前年度当初予算に対し約８，０００

万円の増額としております。これは金利の上昇に伴

う利子収入の増加などによるものです。 

 基金ごとの内訳は、各基金の保有残高による案分

で、歳出でご説明した基金利子積立金の予算とそれ

ぞれ項目、金額は対応しております。なお、一部の

基金は、利子の積立てを行わず、対象事業の財源に

充当するため、歳出に項目がないものもございます。 

 最後に、７５ページをお願いいたします。市債で、

下の表の説明欄、一番上の枠の７行目、行政情報化

推進事業債として２３０万円を計上しております。

これは、歳出でご説明いたしました財務会計システ

ムの更新業務の一部の財源として活用するもので

ございます。 

 説明は以上です。 

○分科会長（芹澤 正志） 説明は終わりました。 

 ここで分科会を暫時休憩します。再開は１０時４

０分。 

午前１０時３３分 分科会休憩 

──────────────────── 

午前１０時４０分 分科会再開 

○分科会長（芹澤 正志） それでは、休憩前に引き

続き分科会を再開します。 

 既に説明を終えておりますので、これから質疑に

入ります。 

 質疑はありませんか。どなたからでもどうぞ。 

 竹中委員。 

○委員（竹中  理） 令和８年度の予算ということ

で、今回、財政調整基金が大幅な取崩しということ

で１７億円取り崩すということで、年度末の残高が

約２７．１億円と減少する見込みとなってます。大

規模事業とか激甚災害など不測の事態の備えとし

て、現在の基金残高の適正規模をどのように捉えら

れているのかっていうのと、あと今後の回復と積み

増しに向けた道筋とか教えていただけたらと思い

ます。 

○分科会長（芹澤 正志） 長谷川部次長。 

○行政管理部次長（長谷川幹人） 財政調整基金につ

きましては、先ほどおっしゃるとおり、２０２６年

度当初予算値では残高が２７億円という形になり

ます、２７億円程度。 

 一般的に、財政調整基金の規模としましては、標

準財政規模の１割程度と言われてます。標準財政規

模、大まかには普通交付税と市税を合わせたもの、
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豊岡市でいいますと約２７０億円ぐらいが標準財

政規模と言われてます。ですので、それの約１割程

度、三、四十億円あれば、それが適正かなというこ

とと考えます。ただ、今のところ、２０２６年度当

初予算で２７億円ですので、約１割程度ということ

が１点と、今回、１７億円、財政不足で取りあえず

繰り入れ、取崩しをしていますけど、最終的にこの

１７億円も何とか取り崩しせず、ゼロまで持ってい

けるというふうに思ってますので、イメージ的には

この２７億円プラス最終的に１７億円、４４億円程

度が財政調整基金として残ってる、適正な基金残高

かなというのは財政としては考えてます。以上でご

ざいます。 

○分科会長（芹澤 正志） 竹中委員。 

○委員（竹中  理） ありがとうございます。分か

りました。 

 次に、市長の総括説明でも、ふるさと納税の件で

すけども、好調であるというふうに言われて、ふる

さと納税と、今言った財政調整基金に依存した極め

て不安定な状況であるというふうな危機感を示さ

れているんですけども、今、国でこのふるさと納税

の件とかいろいろと言われてますこととか、そうい

ったことを考え、まあ、分析っていうか考えていた

だいて、今後、安定的な自主財源確保に向けて、ど

のように独自対策とかされるのか、来年度ですね。

もしあればお願いします。 

○分科会長（芹澤 正志） 長谷川部次長。 

○行政管理部次長（長谷川幹人） ふるさと納税につ

きましては非常に好調です。ちなみに２０２４年度、

昨年度が１７．３億円、今年度、２０２５年度、２

月末の速報値ですけど、１８．５億円ということで、

２月末で昨年度を超えてるといった状況です。 

 ただ、ふるさと納税につきましては、どうも上限

額といいましょうか、個人個人の上限額がキャップ

が定められるということを聞いてますので、ちょっ

と今後、非常に流動的、特に大口といいましょうか、

高所得者の方のふるさと納税額が減っていくであ

ろうというふうには想定します。 

 我々としましては、先ほど言われたように、本当

にふるさと納税に今頼り切ってますので、何とかこ

れに代わる財源とか筋肉質な財政をつけたいと思

ってるんですけど、実はなかなか難しい状況でして、

歳入確保に努めるとか、歳出の削減、こういったも

のに注力するしかないのかなと。ただ、具体的に今

のところ、何もできてないっていうのが状況でして、

早急に我々としても対応したいなというふうには

考えています。以上でございます。 

○分科会長（芹澤 正志） 竹中委員。 

○委員（竹中  理） 非常に本当にふるさと納税っ

ていうのはありがたいっていうか、なんで、来年度

もぜひいろいろと考えてやっていただけたらなと

思います。取りあえず以上です。 

○分科会長（芹澤 正志） ほかに。 

 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 久しぶりに総務委員会に来た

ようなんで、ちょっと、さっき長谷川次長が言われ

た、市税が２．２％増言われましたかいな、全体で。

９９億３，０００万円程度なんでしょうけど、それ

見てまして、１８ページ見てましたら、個人市民税

が前年度予算で３４億とんで９００万円か、から３

５億１，０００万円で１億１００万円ということは

３％弱ですね、個人市民税の増、予算ですけれども。

それで法人市民税が５億７，０００万円程度から５

億９，１００万円で２，０００万円で、これも３％

ぐらいかな、予算増ですね。それから、固定資産税

が４７億７，０００万円から４８億８，０００万円

程度で、１億１，４００万円ですから、これも２％

強ですね。そんな予算立てをされてますけれども、

よく議題になります超過課税で、今の個人市民税、

法人市民税、固定資産税の超過課税分、それぞれど

れぐらいあるんでしょうか。ざっくりでよろしい、

教えてくださいな。個人市民税、法人市民税、それ

から固定資産税の超過課税。 

○分科会長（芹澤 正志） 長谷川部次長。 

○行政管理部次長（長谷川幹人） お手元の資料とい

いましょうか、ＳｉｄｅＢｏｏｋｓのナンバー２、

前年度比較資料っていうのが……。 

○委員（福田 嗣久） 載っとるわけですか。 
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○行政管理部次長（長谷川幹人） はい。ナンバー２

の前年度比較資料、その１ページをご覧ください。

こちらのほうに、超過課税分の見込みをしてまして、

個人市民税につきましては５，５００万円、法人市

民税につきましては１億３，６００万円、固定資産

税につきましては３億２，３００万円という見込み

を立てております。以上でございます。 

○分科会長（芹澤 正志） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） はいはい、出てましたね。個

人市民税が５，５００万円、法人市民税が１億３，

６００万円、これ予算立ての中での増額ですね。 

 この個人市民税っちゅうのは、６％が６．１の０．

１％高い分がこういうことですね。それから、法人

市民税は、これちょっと複雑だったと思うけども、

どうだったかな、均等割は上限までいってましたね。

例えば、資本金での５万円とか１２万円とかやった、

それは最大までいってるんですか、増額に対して。 

○分科会長（芹澤 正志） 長谷川部次長。 

○行政管理部次長（長谷川幹人） ちょっとすみませ

ん、資料を持ち合わせておりませんので、すみませ

ん。 

○分科会長（芹澤 正志） はい。 

○委員（福田 嗣久） ほんならまた後で教えてくだ

さい。 

 それから、固定資産税は、これはどうだったいな、

１．４が１．５ですね、豊岡市が。それでよろしか

ったね。 

○分科会長（芹澤 正志） 長谷川部次長。 

○行政管理部次長（長谷川幹人） また後ほど説明さ

せていただきます。すみません。 

○委員（福田 嗣久） ああ、そうですか。 

 私の頭の中では、固定資産税が１．４が１．５に、

豊岡市、設定されてる、それで、０．１％分が３億

２，３００万円ということになりましょうね。 

 それから、法人市民税が超過課税で、さっき申し

上げた均等割は多分認められた筒いっぱいまでい

ってると思うんです。それが１．２倍までだと思う

んですわ、標準税率の１．２倍まで。要するに、２

割増し。所得割額は、これはもう正直、一番高いと

ころいってると思うんですけども、８．４だったか

な。これは４０％増し。どこの市もようけ取っとる

と思うんですけどね、そんな超過課税で、これがよ

く言われる１７年前の制度改正、税制改正によって

されてるということで、須山委員がいつも言われる

個人市民税が一番高いよということなので、それが

５，５００万円ということになっとると思うんです

けども、この辺はいつも議題になってて、大きな課

題としてあるんですけども、この税制について、本

議会では少し考えていこうねというような話もあ

ったやに思ってるんですけど、この辺の感覚はどう

でしょうか。 

○分科会長（芹澤 正志） 野村部長。 

○行政管理部長（野村 亮太） まず、ちょっとお答

えする前に、先ほどお問い合わせありました超過課

税の関係です。福田委員のおっしゃるとおりでござ

います。固定資産税については標準税率１．４のと

ころを豊岡市が１．５にしている。法人市民税につ

いては、法人税割のところは標準税率６．０のとこ

ろを豊岡市は８．４にしてると。 

○委員（福田 嗣久） それはもう筒いっぱいですか。 

○行政管理部長（野村 亮太） はい、なっておりま

す。 

 あと、今後どうするかでございますが、ちょっと

議会のほうでも答弁させていただきましたが、やは

り、過去、これまでいろいろ経緯があって決まった

ことでございます。それをどうするかについては、

やはりいろいろ検証というか、していく必要はある

かと思っております。 

 直近で見ますと、今月末に下水道の使用料の見直

しがあるやに聞いておりますので、その答申があり

まして、それについて今後市としてどうしていくか、

それを踏まえた上で、仮に見直しといった場合にど

う財政に影響があるかと、そういったところも見極

めた上でしかるべき時期に方向性、お示しをしてい

く必要があるかなと考えています。 

○分科会長（芹澤 正志） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） いつも私も申し上げるんです

けど、市税全般、豊岡市、似たような市から比較し
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ても低いとこですんで、この辺でやっぱり税の、い

つも市長も言われる、前の市長も言われとったんで

すけども、自分事として出すもんは出していこうと

いうことのスタンスだったと思うんですけどね。そ

うすると、多少アップされてますけれども、まあま

あ、それでも非常に低いとこにあると思ってるんで、

この税の問題は一番大きな行政としても課題だろ

うと思うんで、しっかりと検討していただきたいの

と、もう一つ、この超過課税についての、これも議

題によく本会議で上がってますけども、別の、新し

い税とかその検討は進んでるんでしょうか。 

○分科会長（芹澤 正志） 野村部長。 

○行政管理部長（野村 亮太） 新しい税について、

今、観光文化部のほうで新しい観光財源について議

論がされてるように聞いています。最終的にどうい

う財源の使われ方、そういうことはあることかと思

います。そういうところには注視していきたいと思

っております。 

○分科会長（芹澤 正志） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） ほんなら、具体的にその観光

関係のということがよく新聞なんかで出てますけ

れども、宿泊税なんかのことじゃないかな思うんで

すけれども、そういったことは検討を今されてると

こですか、庁内では。あまりしてない、まだ。 

○分科会長（芹澤 正志） 長谷川部次長。 

○行政管理部次長（長谷川幹人） 担当課のほうで検

討されてるといったことで聞いております。 

○委員（福田 嗣久） なるほど、向こうでね、向こ

うでねいうたらおかしいな。はい、分かりました。

取りあえず。 

○分科会長（芹澤 正志） よろしいですか。 

 ほかに。 

 須山委員。 

○委員（須山 泰一） １１９ページの地域コミュニ

ティの推進費のところで、地域マネジャーの時間外

が５９０万円って言われたとこですけど、それは２

９人全員の分はここに給与自体は計上されてるけ

ど、時間外は豊岡の１０人って言われたような気が

したんですけど、そうなんですか。 

○分科会長（芹澤 正志） 宮田課長。 

○地域づくり課長（宮田 裕史） こちらに記載され

ていますのは、豊岡地域２９館全ての地域マネジャ

ーに係る人件費ということですが、私ども地域づく

り課で要求させていただいてるのは豊岡地域の１

０人分ということで、そのうち幾らということでご

説明させていただいたところでございます。したが

いまして、ほかの１９人、２９館分全ての金額とい

うことです。以上です。 

○分科会長（芹澤 正志） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） この時間外の５９３万円は２

９人全ての分が入っているということで、そういう

ことですね。 

 そうですね、ちょっと本会議で少し触れたことに

関して、今日報告されたんでね、ちょっと注目しま

した。そうですね、地域マネジャーに限らず、一生

懸命、とても詳しい職員の方で、聞いてみたら会計

年度任用職員だということがちょくちょくあるん

でね、本会議ではそういう人をぜひ正規にという提

案させていただきましたが、これに関わって２点教

えてください。１つは、今議会ではなかったけど、

時々本会議でも言われるコミセンなど施設利用で

すけど、今までどおり紙でも電話でも引き続きでき

るっていうふうに答えられてますけど、それは現状

どうなっているかどうかと、もう一つ、予約したけ

どキャンセルになった場合、基本的には返金できる

のかできんのか、そこんとこを教えていただきたい

です。 

○分科会長（芹澤 正志） 宮田課長。 

○地域づくり課長（宮田 裕史） まず１点目であり

ますが、現在、コミュニティセンターの利用予約に

当たりましては、ネットでも、あるいは窓口での対

応もさせていただいております。ただ、電子錠等の

導入も含めまして、ネットで利用されるほうが便利

になろうかと思いますので、窓口で一緒に操作など

も説明させていただきながら、できる方については

スマホ等を使っての移行を支援をさせていただい

とるところでございます。 

 ２点目の予約をしたけどキャンセルという場合
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につきましては、条例規則上、適切にはそれが対応

できないということでございます。ただ、キャンセ

ル料をもらわないように、ほかに振り替えたりとい

うことで便宜を図る中で、ご利用者の方に迷惑がか

からないような形で、今のところは運用をさせてい

ただいてるというところでございます。以上です。 

○分科会長（芹澤 正志） できるだけ予算に絞って。 

 須山委員。 

○委員（須山 泰一） ああ、はい、じゃあ、取りあ

えず、だったらいいです。 

○分科会長（芹澤 正志） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） ほんなら、予算に絞って、ち

ょっと。これでいかせてもらいますわ、紙ベースで。 

 空飛ぶクルマ社会実装に向けた取組、新規なんで

すけれども、これは推進協議会に会費を出したり、

補助を出すということですけどね、これもう設立を

されてるんでしょうか。そして、誰が会長で、豊岡

市でどういうふうな枠ができてるのか、ちょっと教

えていただきたいと思います。まず１つ。 

○分科会長（芹澤 正志） 真狩課長。 

○経営企画課長（真狩 直哉） この空飛ぶクルマの

協議会につきましては、既に９月だったと思います、

既に設立をしております。会長につきましては、城

崎温泉観光協会の会長であります高宮氏が務めて

いただいております。以上です。 

○分科会長（芹澤 正志） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） それは９月に設立されててと

いうことで、会費を出したり、補助のことがここへ

書いておりますけども、具体的にはどういう活動を

どういうふうにされてるのか、ちょっと説明をいた

だけませんか。たしか聞いたような気がするなと思

いながらですけども。 

○分科会長（芹澤 正志） 真狩課長。 

○経営企画課長（真狩 直哉） この協議会におきま

しては、この空飛ぶクルマの運用といいますか、実

際に飛ぶというようなことを目指して、地域の合意

形成あたりを中心にやってます。また、関係機関、

国などに対してのいろんな情報をいただいたりと

かっていうような活動、それから勉強会などを行っ

ていると、そういうような状態です。 

○分科会長（芹澤 正志） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 全く詳しくないんですけど、

空飛ぶクルマはもう実際にデモンストレーション

なんかされてるんですかいな、日本の中で。 

○分科会長（芹澤 正志） 真狩課長。 

○経営企画課長（真狩 直哉） 実際にあちこちを飛

んでいるというような状態ではないです。実際に機

体が置かれて、そこに見に行けるとかっていうよう

なこともありますし、あと、仮想の、飛んだらこう

いうふうになりますよとかっていうのが先日も大

阪のほうでやられていて、それがニュースになった

りというようなことはありますけども、実際の機体

が今飛んでるというようなことではないです。以上

です。 

○分科会長（芹澤 正志） 谷口公室長。 

○市長公室長（谷口 雄彦） デモ飛行的なことはや

ってます。国は、２０２７から２８に先行的な地域

で無償運行を開始をしたいという計画で、そういう

状況でございます。 

○分科会長（芹澤 正志） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） ほんなら、まだ部長や課長は

乗ってきとんならへんやな。まあ、夢のある話です

から、しっかりと情報をつかんでいきながら、豊岡

に役に立つ形で描いていただけたらと思いますけ

れども。 

 それと、細かいことですけど、次の但東Ｘプロジ

ェクト：キオスク端末の、これはいつ頃どこへ設置

されるんでしょうか。これで但東も２００円コース

が進むなと思ってるんですけど。 

○分科会長（芹澤 正志） 橋本課長。 

○ＤＸ・行財政改革推進課長（橋本 直紀） 現在の

ところ、予算をお認めいただいたらという大前提の

下、さとうのミニフレッシュのほうで置くことを想

定して、交渉に励んでるところでございます。 

○分科会長（芹澤 正志） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） なるほど。分かりました。い

つ頃の予定でしょうか。大体でよろしい。 

○分科会長（芹澤 正志） 橋本課長。 
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○ＤＸ・行財政改革推進課長（橋本 直紀） ６月ぐ

らいに置けたらいいなということで鋭意進めさせ

ていただいております。 

○分科会長（芹澤 正志） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） ６月ぐらいね。分かりました。

取りあえずそこまでにして、あと替わりますわ。 

○分科会長（芹澤 正志） ほかに。 

 竹中委員。 

○委員（竹中  理） ＤＸの推進に、先ほど具体的

な投資先っていうか、来年度、クラウドだとかいろ

いろお聞きしたんですけども、令和８年度は、今年

度と比べてＤＸ関連予算がどこに回されたという

のは先ほど聞いたんですけど、特に来年度、ＤＸ、

市民サービスの利便性向上だけじゃなくて、例えば、

職員の、何ていうんでしょう、職員が業務の効率化

とかそういったことをするための中長期的な何か

こう、特に特筆するようなことがもしあれば、もし

あればというか、あると思うんですけど、お聞かせ

いただけたらなと思います。 

○分科会長（芹澤 正志） 橋本課長。 

○ＤＸ・行財政改革推進課長（橋本 直紀） 喫緊の

課題は、昨日も発言させていただきましたけども、

生成ＡＩを活用してどれだけ業務の効率化が図ら

れるかということになろうかと思っています。定期

的に庁内研修も行っているところでございます。 

 加えて、昨日も開庁時間の短縮試行にも、本格実

施にも触れさせていただいたんですけども、生み出

した時間でツールを使ってどれだけ市民サービス

の向上に貢献できるかっていうところでは、オンラ

イン化についても今年度棚卸しをしまして、１，０

００ほどの手続のうち、７００弱ほどの手続がオン

ライン化できるということで、今、一旦、棚卸しを

してます。２０２８年度１００％目指して、鋭意進

めさせていただきたいというふうに考えてます。 

○分科会長（芹澤 正志） 竹中委員。 

○委員（竹中  理） 分かりました。ありがとうご

ざいます。 

 生成ＡＩっていうか、本当、民間でも今どんどん

進んでますので、自治体っていうか行政でも遅れな

いようにしていって、日々進歩してますんで、しな

いとどんどん遅れていってしまうので、ぜひ前向き

に進めていって、目に見える形でやっていただけた

らなと思います。よろしくお願いします。 

○分科会長（芹澤 正志） その他。 

 須山委員。 

○委員（須山 泰一） ＤＸのところでちょっとよく

分からなかったとこですけど、副業型、月に４日と

かなんとかいう話があって、ちょっとそういう、そ

れは外部の人が、いや、職員の話でしょうか。ちょ

っともう一回教えてください。 

○分科会長（芹澤 正志） 橋本課長。 

○ＤＸ・行財政改革推進課長（橋本 直紀） 地域活

性化起業人と言われる制度については、大きく２つ

制度がございます。１つは、派遣型といいまして、

職員がもう丸々こちらのほうに赴任をしていただ

くパターンでございます。これについては、現在、

ＫＤＤＩと、それから日本郵便のほうから１名ずつ

受けさせていただいて、市の仕事として従事してい

ただいております。 

 一方で、副業型といわれますのは、三大都市圏の

企業にお勤めの方が対象ですけども、そこの企業の

仕事に従事しながら、副業という形で月に２０時間、

４日以上、豊岡市の仕事をしていただくというよう

な制度になってございます。現在、１名の方、東京

海上日動からお越しいただいていまして、その方は、

特に東京海上日動の中でも公務部、要は、霞が関あ

たりの省庁と交渉するような仕事に長く従事され

てましたので、豊岡市とのパイプ役として活躍いた

だいております。 

 相手先をちょっとまだお示しできませんけども、

もう１名、副業型でお越しいただいて、豊岡のため

に従事していただこうということで調整をさせて

いただいてるところでございます。 

○分科会長（芹澤 正志） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） ありがとうございます。ちょ

っと知らない話でした。 

 今、竹中委員が言われたＡＩに関しては、皆さん

どうか分からんのですけど、ＡＩは技術進歩であり、
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使える面は大いにあると思うんですけど、どこまで

行政が積極的に使うもんかっていうのは、ちょっと

僕はまだ疑問がやっぱりありますね。やっぱり人と

のコミュニケーションのほうが通じる市民のほう

が多いように思うんです。まあ、これは今の話聞い

てて思ったことです。以上です。 

○分科会長（芹澤 正志） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 具体的に、地域づくり課にお

尋ねをしますけど、定住推進事業で拡大をされてお

りまして、ア、イ、ウは一緒じゃないかと思って東

京都からの移住、それから、エの古民家を活用した

地域活性化事業支援で拡大とあるんですけども、こ

れ１，０００万円上限の３分の１、県と市は同額補

助という、これは兵庫県の古民家再生促進支援事業

の採択を受ける必要があるということで、１件分な

んでしょうか。予定が何かされてるんでしょうか。 

○分科会長（芹澤 正志） 宮田課長。 

○地域づくり課長（宮田 裕史） 今、福田委員から

おっしゃっていただきましたとおり、県の古民家再

生事業のほうを活用しまして、豊岡市と県とそれぞ

れが補助を行うというふうなことを想定いたして

おります。先ほど少し申し上げましたように、それ

ぞれが補助いたしますので、豊岡市に経由して一括

して補助するというわけではなくて、市と県がそれ

ぞれ補助ということで、まず、豊岡市が採択をする

ということが前提になってまいります。 

 それで、本件につきまして、豊岡市におきまして

は１０年ぐらい前にも一回制度化させていただい

たんですけども、１回使ったきりで、そのままにな

っておりましたが、今回、但東のプロジェクトの中

で、大石家住宅を活用して地域住民、また外部から

の都会の方も交流できるような場所を整備してい

きたいということもございましたので、スタートは

但東ですが、ほかの豊岡市におきましても活用して、

地域の皆さんと交流を進めて交流できればなとい

うことで、地域づくり課として予算要求をさせてい

ただいております。１件分を想定いたしております。

以上です。 

○分科会長（芹澤 正志） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 分かりました。この１，００

０万円で、１件分はこの分でしょうけども、またプ

ラスアルファは、可能性としては予算枠はこれです

けど、可能性はあるんでしょうか、今の趣旨からし

て。 

○分科会長（芹澤 正志） 宮田課長。 

○地域づくり課長（宮田 裕史） 本件につきまして、

現在、伺っておるということは１件でございます。

ただ、今後もそういったものが、やはり振興局であ

りますとかも含めまして、空き家を地域活性化に使

いたいなというのがあれば使っていきたいと思い

ますが、私ども豊岡市として予算をつけたといたし

ましても、県のほうも予算に限りがございますので、

なかなか年度内で２件、３件というのは難しいのか

なというふうには思っておりますが、県のほうの予

算等も踏まえまして、適切に対応を図っていければ

というふうに思っております。以上です。 

○分科会長（芹澤 正志） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 分かりました。すぐどうこう

という話じゃなくて、県の、豊岡市が採択をして、

県に持っていくということでしょうけれども、継続

的なことなんでしょうか。例えば、次年度、次々年

度とかいう話で。可能性としてですよ。 

○分科会長（芹澤 正志） 宮田課長。 

○地域づくり課長（宮田 裕史） 今、福田委員から

ご指摘いただいたとおり、私どもといたしましては、

空き家を今は住宅ということで利用していること

について制度で補助をさせていただいております

が、さらにそれを地域活性化に使っていけたらとい

うふうに思っておりますので、あくまでも所有者の

方等がまずこの家を改修して地域交流拠点にして

いきたいという動きがあればということが前提に

なりますが、そういった形を聞かせていただく中で、

来年度以降も引き続き予算化を進めていければな

というふうには考えております。以上です。 

○分科会長（芹澤 正志） 谷岡部長。 

○くらし創造部長（谷岡 慎一） 今、課長が申し上

げたとおりの事業なんですが、来年度もぜひできた

らやっていきたいと思ってますけれども、あ、再来
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年度になりますか、なりますが、一方で、この制度

があるから、県のところだけで判定するというわけ

でもなくて、先ほども説明の中にありましたけども、

振興局のほうでしっかり地域の振興の準備といい

ますか、協議ができてきたり、また、地域の中でも

そういった熱望がかなり強かって、何ていいますか、

こういったことの拠点整備に、熟度が高いといいま

すか、いろんな条件が合えば、単に空き家があるか

らそれやるっていう、取り組むという仕組みとして

は考えてなくて、むしろもっと積極的にいろんな、

何ていいますか、いい案件といいますか、そういっ

たことに関しての支援としてこの枠組みを我々と

しては用意、何といいますか、絡んできた、絡むよ

うにしようということで、今回、予算要求させてい

ただいたつもりでおりまして、一般的にこの仕組み

があるからこれだけでやっていくっていうことで

はないということだけご説明させていただきたい

と思いました。以上です。 

○分科会長（芹澤 正志） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 大体分かってきました。要す

るに、地域なりの熟度も必要だということですね。

すぐ空き家があるからこうこうという話じゃなく

てね。 

○くらし創造部長（谷岡 慎一） そのとおりです。 

○委員（福田 嗣久） 分かりました。了解しました。 

 それと、続いて、ジェンダーギャップのことで、

私自身はいつも妻や子供たちに叱られてばっかり

なんですけれども、ジェンダーギャップのこの事業

目的、趣旨を聞いておりまして、今の妻に叱られる

ことはちょっと置いといてもらっても結構ですけ

ども、職場、家庭、地域におけるジェンダーギャッ

プを解消し、事業目的、趣旨ですね、誰もが自分の

意思で生き方を選択できる持続可能なまちをつく

るということで目的としてうたわれてるんですけ

ども、誰もが自分の意思で生き方を選択できない社

会なんでしょうか。ちょっと解説をください。 

○分科会長（芹澤 正志） 原田課長。 

○多様性推進・ジェンダーギャップ対策課長（原田紀

代美） 誰もが自分の意思で生き方を選択できない

社会なのかということですけれども、例えば、夫が

外で働いて、妻が家庭を守るべきという考えや慣習

があります。そういう中で、自分が夢や、こうあり

たいなと思っていても、仕事と家庭の両立ができず

にキャリアを断念しなければならなかったという

ようなことがあります。性別にかかわらず、男性も

女性も自分がありたい夢を描きながら、その実現に

向けて動き出せる、進学、就職、生き方が自分で選

べるようになるというのが理想といいますか、求め

る姿として考えております。 

○分科会長（芹澤 正志） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 私が消化不良の生活をずっと

しておりまして、問題は私にあると思うんですけど

も、ぴんとこないとこもあったり、また、市民のど

れだけの人がこういったことを必要と感じておる

のか、その辺もちょっと、私自身があまり慣れてな

い部分で、さっき申し上げたように、叱られてばっ

かりの立場ですんでどうかなと思って聞いてみた

んですけど、女性としてそういう意識は相当、今申

し上げたような意識は高いんでしょうか。もっと解

消せなあかんあかんってたくさんの人が思ってお

られるんでしょうか。ちょっと教えてもらえたらと

思っておるんですけども。 

○分科会長（芹澤 正志） 原田課長。 

○多様性推進・ジェンダーギャップ対策課長（原田紀

代美） そうですね、ぴんとこないというふうにお

っしゃっていただくこともありまして、やっぱりジ

ェンダーギャップの問題には、世代間のギャップも

あります。 

○委員（福田 嗣久） そうですね、世代間のね。 

○多様性推進・ジェンダーギャップ対策課長（原田紀

代美） はい。昨年度、市民意識調査を行ったので

すけれども、先ほど言いました、夫が外で働き、妻

は家庭を守るべきであるという考え方に反対と考

える方の割合は、年齢が高いほど低い傾向にありま

すが、３０代になりますと、今、共働きが前提で、

家の中のことも男性も女性も一緒にやっていこう

というような意識になっていまして、反対と考える

方の割合は、若い世代ほど高い傾向があります。 
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 ですので、いろいろな環境の変化に応じてにはな

るのですけれども、その方がどんな生き方をしてい

きたいのか、どんなふうに仕事や生活をしていきた

いのか、そこに思いをはせながら、その方々の思い

が実現できるような社会であり、職場であり、地域

であるという、寛容な社会となるように、皆さんに

考えていただくような機会を設けております。 

○分科会長（芹澤 正志） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） ありがとうございました。私

のほうでよく消化をさせていただきます。 

○分科会長（芹澤 正志） ほかございませんか。よ

ろしいですか。（発言する者あり）よろしいですか。 

 それでは、質疑はこの程度で打ち切りたいと思い

ます。 

 以上をもちまして、分科会審査の午前の部を終了

したいと思いますが、ここで委員の皆さん、当局の

皆さんから、何かありましたらご発言願います。 

 ないようでしたら、ここで分科会を休憩いたしま

す。 

午前１１時１６分 分科会休憩 

──────────────────── 

午後 ０時５５分 委員会再開 

○委員長（芹澤 正志） それでは、皆さんおそろい

になられましたので、総務委員会を再開いたします。 

 委員の皆さん並びに当局職員の皆さんは、質疑、

答弁に当たりましては、要点を押さえ、簡潔、明瞭

に行っていただきまして、スムーズな議事進行にご

協力お願いいたします。 

 なお、委員会及び分科会での発言は、委員長、分

科会長の指名の後、マイクを使用して、課名と名字

を名のってから行っていただくようお願い申し上

げます。 

 なお、ここで、地域づくり課の宮田課長から発言

の申出がありますので、これを許可しておりますの

で、よろしくお願いします。 

 はい、どうぞ。 

○地域づくり課長（宮田 裕史） 貴重なお時間いた

だきまして、申し訳ございません。 

 午前中の分科会審査の際に、福田委員のご質問に

対する回答に誤りがありましたので、お時間をいた

だき、訂正をさせていただけたらというふうに思っ

ております。 

 あわせまして、午前中説明した中で、１点、私の

ほうの説明が不十分だったということでありまし

たので、その件につきましても午前中と重なる部分

もあろうかと思いますが、併せてご説明させていた

だきたいと思います。 

 まず、最初に、予算書のほうでありますが、１１

９ページをご覧いただけたらなというふうに思っ

ております。 

  こちら、右下の枠のほうに人件費ということで、

須山委員からもご質問いただいたんですけれども、

こちらのほうに会計年度任用職員の関係の給料等、

また、通勤手当、時間外勤務手当等計上させていた

だいております。これにつきまして、今年度、この

議会から、これまで人事課が説明しておりましたが、

担当課のほうで説明するようにということで、時間

外勤務手当が前年度と比べまして増えております

ので、地域づくり課のほうからご説明をさせていた

だきました。 

 この人件費の中の７行目になりますけれども、時

間外勤務手当ということで５９３万円計上させて

いただいております。こちらのうちの豊岡地域の地

域マネジャー１０人分に係る時間外勤務手当とい

たしましては、約２１０万円がこのうちの内訳とな

っております。前年度と比べましておよそ５０万円

増額となっております。この経緯といたしましては、

一昨年度途中までは、会計年度任用職員の方々が時

間外に勤務を行っていた場合につきましては、原則

として振り替え休暇を取得していただいてたとい

う状況にございますが、時間外勤務手当対応となっ

たこと、あるいは、各地域におきまして地域雇用職

員の成り手不足などによりまして、地域マネジャー

に業務が集中しているという事例もございまして、

今年度の執行状況などを踏まえて増額したという

ことで、こちら、重ねてになりますが、５９３万円

のうち、おおよそ２１０万円が豊岡市１０館の分で、

前年度と比べて５０万円増額してるということで
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ご理解いただけたらなというふうに思っておりま

す。 

 あわせまして、福田委員のご質問に対する訂正の

ほうでありますが、福田委員のほうから、主要事業

の概要ナンバー８の定住推進事業に係るご質問を

いただいております。こちら、古民家を活用いたし

ました地域活性化事業支援になりますが、午前中の

質疑応答の中では、質問いただいた中では、現在、

但東の大石家住宅１件を対象として考えてるとい

うふうに回答させていただいたところであります

が、出石にあります、伝建エリア内にある物件も想

定いたしまして、２件で予算計上させていただいて

おります。この点、おわびして訂正させていただき

たいと思います。以上です。 

○委員長（芹澤 正志） この件につきまして、何か

ございませんか。よろしいですか。 

 ありがとうございました。 

 では、ここで退席いただいて結構です。 

○地域づくり課長（宮田 裕史） ありがとうござい

ます。 

○委員長（芹澤 正志） それでは、これより３の協

議事項、（１）付託・分担案件の審査について、ア

の委員会審査に入ります。 

 第３４号議案、令和８年度豊岡市管理会財産区特

別会計予算を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 但東振興局地域振興課、大岸課長、どうぞ。 

○但東振興局地域振興課長（大岸 勝也） それでは、

２２３ページをお開きください。本案は、第１条で、

歳入歳出の予算の総額を１７６万１，０００円と定

めております。 

 続きまして、最初に歳出をご説明させていただき

ます。２３５ページをお開きください。一般管理費

として、高橋財産区の管理会委員５名分の委員報酬

など人件費、消耗品費、通信運搬費として１６万円、

財産管理費として、福祉基金積立てを３万５，００

０円、予備費として１５６万６，０００円を計上い

たしております。 

 続きまして、歳入です。２３３ページをお開きく

ださい。利子及び配当金、不動産売払い収入、前年

度繰越金、預金利子を計上いたしております。福祉

基金の収入見込みを３万５，０００円と見込んでい

ます。前年度繰越金は１７２万１，０００円から、

１２万９，０００円の減額となっております。 

 ３４号議案の説明は以上になります。 

○委員長（芹澤 正志） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 質疑を打ち切ります。 

 討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芹澤 正志） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芹澤 正志） ご異議なしと認めます。よ

って、第３４号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定しました。 

 ここで委員会を暫時休憩します。 

午後１時０１分 委員会休憩 

──────────────────── 

午後１時０２分 分科会再開 

○分科会長（芹澤 正志） 分科会を再開します。 

 これより、３の協議事項、（１）付託・分担案件

の審査について、イの分科会審査に入ります。 

 午前に引き続き、第２６号議案、令和８年度豊岡

市一般会計予算を議題といたします。 

 第２６号議案中、当分科会に審査を分担されまし

たのは、所管事項に係る歳入歳出予算、債務負担行

為、地方債、一時借入金及び歳出予算の流用につい

てであります。 

 本案につきましては、予算説明書の説明欄に所管

課が明記されておりますので、事業名称と予算額の

みを説明いただく必要はありません。 

 十分な質疑を確保するために、新規事業や前年度

から大きな変更のあった事業及び主要事業等を主

として説明いただくようお願いしております。 

 当局の説明は、組織順で、各担当課から、歳出及

び歳入等を一気に説明願います。 
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 質疑は説明が終わった後に一括して行います。 

 当局職員の皆さんは、説明される際に説明するペ

ージを委員が開いたかどうか確認しながら、ゆっく

り説明をお願いいたします。 

 それでは、順次説明を願います。 

 それでは、危機管理課、松岡課長。はい、どうぞ。 

○危機管理課長（松岡 久雄） 私からは、危機管理

課の主な予算、増減が大きいものについてご説明い

たします。歳出、歳入の順で説明させていただきま

す。 

 まず、歳出についてです。予算書の２６３ページ

をご覧ください。説明欄の上段の上から３行目、非

常備消防事業費です。予算額は２億４，１３７万５，

０００円で、２０２５年度と比較しまして３，９２

０万５，０００円の減額となっております。主な要

因ですが、その３行下の消耗品費の２，１８９万３，

０００円、これが昨年度と比較しまして１，４８０

万６，０００円の減となっております。２０２５年

度は、消防団員の夏用の活動服の購入費用で、２か

年事業の２年目として豊岡消防団、竹野消防団、但

東消防団の夏用活動服１，０００着の予算を計上し

ておりましたが、２０２６年度は、防火衣と防火帽、

それから防火手袋の年次更新という形になってお

りまして、更新の品目が変更いたしました。その関

係で、消防団の活動装備品の経費が減額となったこ

とによるものです。 

 また、あわせまして、その１３行下の投資委託料

が１６１万７，０００円減の５７１万８，０００円、

その６行下の整備工事費が４，７３５万４，０００

円減の３，６６１万１，０００円、また、その２行

下の解体工事費が４３３万１，０００円減の１６０

万３，０００円となっておりまして、これらは消防

車庫の更新に係る経費ですけれども、更新箇所は前

年度と同様の２か所ですが、整備する車庫の規模が

２０２５年度と比較して小さいため、関連経費が大

きく減額に転じたということです。 

 また、他方で、その２行下の事業用備品が３，０

２６万１，０００円増の８，９６２万８，０００円

となっております。これは更新計画に基づきまして、

消防ポンプ車３台と小型動力ポンプ３台の更新に

係る経費で、２０２５年度より消防ポンプ車１台多

く更新する予定としておりますけれども、先ほど説

明しました活動装備品や消防車庫の更新に係る経

費の減額のほうが大きく、トータルしまして、非常

備消防事業費全体としては減額となってるという

ことです。 

 続きまして、同じく２６３ページの下段、下から

６行目、防火水槽整備事業費です。予算額は１２５

万９，０００円で、２０２５年度と比較しまして１，

４８４万１，０００円の減額となっております。主

な要因としましては、２０２６年度は整備工事を行

う予定がなく、修繕箇所２か所での対応となるため、

大きく減額となっております。 

 また、同じく２６３ページの下段、下から３行目、

消火栓管理費です。予算額は２，３７８万３，００

０円で、２０２５年度と比較しまして９２８万９，

０００円の減額となっております。主な要因としま

しては、こちらは水道管の布設替えに伴う消火栓本

体の更新に係る水道事業会計への負担金となって

いますが、２０２５年度と比較しまして、更新する

消火栓本体が２路線９基分減少したということで、

２０２６年度減額となっております。 

 続きまして、２６５ページをご覧ください。下段

の上から１０行目、災害対策事業費についてです。

その中で、下から５行目、負担金の被災者支援シス

テム管理運営協議会で、３９８万８，０００円を計

上しております。こちらは、２０２６年度の主要事

業の一つで、被災者支援システムの導入に係る経費

の一部となっております。全体事業費は、負担金の

上の行にあります庁用備品２２万７，０００円と、

普通旅費の一部２万２，０００円を合わせました４

２３万７，０００円となります。兵庫県と県内市町

で家屋被害認定調査業務やり災証明書の発行業務

等に関する県下での統一したシステムを導入する

予定としております。このシステムの導入によって、

被災市民に係るり災証明発行の迅速化とともに、県

内の市町が大規模災害で被災した場合においても、

県内市町の職員が当該システムのノウハウを持ち
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合わせることができる、そういうことでまた市町相

互の災害応援ですとか、受援にも有効であると考え

ております。 

 同じく、２６５ページ、下から２行目、防災行政

無線管理費についてです。予算額は５，１９２万円

となっており、２０２５年度と比較しまして、４，

２７７万９，０００円の減額となっております。主

な要因としましては、次のページ、２６７ページの

上から１１行目、業務委託料の減額にございまして、

２０２５年度は、防災行政無線設備の運用から５年

目の機器更新の推奨時期であったということで、音

声情報を処理する本体機器等の大がかりな更新作

業を行ってきましたけれども、２０２６年度は、停

電時においても電力供給ができる直流電源装置の

電池交換が推奨時期となっておりまして、その費用

のみの計上となりますので、昨年度と比較しますと

大きく減額となっております。 

 続きまして、人件費について少し説明させていた

だきます。２６１ページ、ちょっと戻っていただき

まして、そちらをご覧ください。説明欄の一番下の

欄の上から１２行目、時間外勤務手当についてです。

予算額４３９万８，０００円のうち、危機管理課分

は１９３万３，０００円、７７３時間分となってお

ります。２０２５年度と比較しまして２４４時間、

６１万円の増となっております。こちらは、主に危

機管理係が従事しています啓発事業や補助金事業、

訓練実施や、主に県との調整事務などへの時間外勤

務が増大していることが一つ影響しております。ま

た、２０２２年度から係員が１名減となって以降、

通常業務の実施においても慢性的な人員不足が続

いているのが現状です。例年９月補正で時間外勤務

手当を増額しているということもありまして、２０

２６年度は実情に合わせた時間数とさせていただ

いております。 

 最後に、歳入についてです。７７ページをご覧く

ださい。説明欄の下から４つ目の欄、消防防災施設

整備事業債です。そのうち、危機管理課分につきま

しては、消防ポンプ自動車の１億６，３９０万円の

うち８，９４０万円と、それから消火栓の１，２０

０万円、それから消防団施設分の４，３８０万円と

なってまして、合計で１億４，５２０万円となって

おります。２０２５年度と比較しますと、合計で３，

７３０万円の減額となっていますが、２０２６年度

は、防火水槽の新設工事がないこと、また、消火栓

の新設改良の本数が少ないこと、それから消防車庫

の整備費用が減額したことなどが要因となってお

ります。 

 また、同じ欄の下から３行目、消防防災設備整備

事業債についてですが、危機管理課分はデジタル防

災行政無線分が該当しておりまして、こちらも２０

２５年度と比較しますと４，０００万円の減額とな

っています。こちらも歳出で説明しましたとおり、

防災行政無線の設備更新業務に係る費用が低減し

たことが要因となっております。 

 危機管理課からの説明は以上です。 

○分科会長（芹澤 正志） 税務課、塚本課長、どう

ぞ。 

○税務課長（塚本 尚見） 歳出の新規業務からご説

明いたします。１３７ページをご覧ください。上段

の賦課徴収事務費です。その中段にあります業務委

託料につきまして、固定資産情報更新業務について

です。固定資産情報検索システム登載写真更新業務

１，２５８万７，０００円です。これにつきまして

は、現在利用している情報検索システムに登載して

いる令和２年撮影の航空写真データを最新の衛星

写真データに更新するものとなります。システム設

定業務につきましては、３項目ございます。地方税

共同機構のｅＬＴＡＸシステムの更改対応に係る

個人住民税の申告支援システム改修業務１０４万

５，０００円、個人住民税の令和８年度実施の税制

改正対応業務に係る基幹システム改修業務８７８

万５，０００円、令和８年度実施の税制改正対応に

係るコンビニ交付システム改修業務３５６万４，０

００円、以上が主な新規業務となります。 

 次に、歳入についてご説明いたします。１４ペー

ジをご覧ください。一番上の欄、市税につきまして、

総額９９億３，９７０万３，０００円を計上してお

ります。前年度と比較して、２億９７８万円の増額、
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２．１％の増になっております。 

 次に、１８ページをご覧ください。主な増減率に

ついて説明させていただきます。一番上の個人市民

税につきましては、前年度当初予算との比較は３．

０％の増です。令和７年度においては、１２月補正

で増額補正を行っており、その補正予算後の額を基

に令和８年度実施の税制改正による減額を見込ん

だものとなっております。 

 法人市民税につきましては３．５％の増、固定資

産税につきましては２．４％の増です。これにつき

ましては、令和７年度に償却資産分において増額が

あり、この額を基に見込んだものとなっております。 

 軽自動車税については１．５％の減、市たばこ税

につきましては年々減少しており、今回、３．６％

の減と見込んでおります。 

 税務課からは以上です。 

○委員長（芹澤 正志） 続いて、城崎振興局地域振

興課、木村課長、どうぞ。 

○城崎振興局地域振興課長（木村 弥江） それでは、

１１１ページをお開きください。２枠目、城崎振興

局庁舎管理費についてです。次年度は、庁舎の改修

など特別なものはなく、通常の維持管理経費となっ

ており、前年度と大きく変わりはございません。 

 次に、同じ枠、真ん中辺り、自動車管理費です。

自動車管理費につきましては、振興局管理公用車５

台に係る管理費です。前年度比約１２万円の減額と

なっています。 

 次に、歳入について説明いたします。前に戻って

いただきまして、７１ページをお開きください。よ

ろしいでしょうか。雑入の枠、上から２行目、光熱

水費等使用者負担金の中で、真ん中辺りに城崎庁舎

があると思います。ご覧いただけますでしょうか。

２１万１，０００円は、城崎庁舎に入居されました

豊岡市商工会城崎支部並びに豊岡市社会福祉協議

会城崎支所にご負担いただくものです。 

 城崎振興局からは以上です。 

○分科会長（芹澤 正志） 竹野振興局地域振興課、

小林課長、どうぞ。 

○竹野振興局地域振興課長（小林 昌弘） それでは、

１１１ページをお開きください。一番下の枠、竹野

振興局の庁舎管理費です。通常の維持管理経費は省

略をさせていただき、次年度特別なものとしまして

は、竣工から２５年が経過している竹野庁舎につい

て、エレベーター、また電気設備の中枢となってい

る中央監視盤及び非常用放送設備の更新をするべ

く、説明欄下から７行目の投資委託料として、設計

監理委託料３４６万５，０００円及び、１１３ペー

ジ、一番上の保守工事費として改修工事費３，６５

７万８，０００円を計上しております。 

 次に、その下、自動車管理費につきましては、振

興局管理公用車５台の管理費となっております。前

年度とほぼ変わりはございません。 

 次に、歳入について説明いたします。戻っていた

だきまして、７５ページをお開きください。下の枠

の一番上、総務債のうち上から４行目、庁舎整備事

業債の竹野庁舎１，６００万円は、先ほど説明いた

しました竹野庁舎のエレベーター等の改修に伴う

委託料及び工事費に係るものとなります。 

 最後に、第３表、地方債についてです。１０ペー

ジをご覧ください。上から４行目の庁舎整備事業債

の竹野庁舎１，６００万円は、ただいま説明いたし

ました市債に当たるものとなります。 

 竹野振興局からは以上です。 

○分科会長（芹澤 正志） 日高振興局地域振興課、

吉田課長、どうぞ。 

○日高振興局地域振興課長（吉田 政明） 予算書の

１１３ページをご覧ください。説明欄、２つ目の枠、

日高振興局費の庁舎管理費です。日高庁舎脱炭素化

等改修工事が昨年度に完成したことから令和８年

度は通常予算となっておりますが、電気料金を含む

光熱水費について、照明のＬＥＤ化や高効率空調機

等の整備を踏まえ、昨年度より約１割減の４７０万

７，０００円としております。 

 次に、同じ枠の真ん中辺り、自動車管理費です。

日高振興局が所管する９台の公用車に係る管理費

になります。 

 次に、歳入です。６９ページをご覧ください。真

ん中より下の工事費負担金、日高庁舎４７万９，０
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００円ですが、昨年度実施しました日高庁舎脱炭素

化等改修工事に係る豊岡市商工会の負担分となり

ます。なお、この負担金は、令和７年度から１５年

間の分割払いとなっております。 

 次に、７１ページをご覧ください。上から５行目、

光熱水費等使用者負担金、日高庁舎１４６万６，０

００円ですが、庁舎に入居しております豊岡市商工

会等の光熱水費負担分を計上しております。 

 説明は以上です。 

○分科会長（芹澤 正志） 出石振興局地域振興課、

三宅課長、どうぞ。 

○出石振興局地域振興課長（三宅  徹） それでは、

１２９ページをご覧ください。真ん中辺り、出石永

楽館歌舞伎開催事業について説明いたします。総額

で９，７３７万円を計上しており、２０２５年度当

初予算と比較して１，４７４万３，０００円の増額

としております。増額の主な要因は、２０２５年度

は６日間、１１回公演で実施いたしましたが、でき

るだけ入場料で開催費用が賄えるようにするため、

２０２６年度は８日間、１５回公演として公演日数

を２日間延ばしたことによるものです。なお、開催

期間は１１月４日水曜日から１１日水曜日を予定

しています。 

 次に、２９５ページをご覧ください。真ん中辺り、

伝統的建造物群保存地区保存事業費、いわゆる伝建

事業です。総額で２，３９５万５，０００円を計上

しており、２０２５年度と比較して８８３万８，０

００円の減額としております。減額の主な要因は、

２０２５年度は豊岡市伝統的建造物群保存地区防

災計画に基づく防災事業を行いましたが、この事業

が完了したため、その分減額しているためです。例

年行っております伝統的建造物群基盤強化事業の

内容につきましては、伝統的建造物の修理２件と、

伝統的建造物ではない建物を歴史的な町並みに調

和させる工事であります修景事業１件の合計３件

で２０２５年度と同じ件数です。 

 続きまして、歳入についてご説明いたします。４

１ページをご覧ください。まずは、伝建事業に係る

ものです。上から５枠目の上から３つ目、重要伝統

的建造物群保存地区保存修理費補助金１，１１０万

円は、先ほどご説明申し上げました伝建修理修景事

業３件分に対する国庫補助金で、補助率は２分の１

です。 

 次に、５５ページをご覧ください。一番下の枠の

上から３つ目、重要伝統的建造物群保存地区保存修

理費補助金５５５万円は、同じ伝建事業に対する県

補助金で、補助率は４分の１です。 

 次に、永楽館歌舞伎開催事業に係る主な歳入を説

明します。６１ページをご覧ください。上から２番

目の枠、総務管理費寄附金の２つ目の項目、ふるさ

と応援寄附金の１７億円のうち１００万円は、永楽

館歌舞伎開催事業に対するガバメントクラウドフ

ァンディングの寄附金として計上しています。また、

その下の企業版ふるさと応援寄附金２，２００万円

のうち２００万円は、同じく永楽館歌舞伎開催事業

に対する企業からの寄附金として計上しています。 

 次に、７３ページをご覧ください。下から８項目

め、市民会館等入場料の永楽館の７，０９７万４，

０００円は、永楽館歌舞伎チケット販売収入です。

公演期間を２０２５年度の６日間から、２０２６年

度は８日間に延ばすことを先ほども申し上げまし

たが、このことにより、１，９１５万８，０００円

の増額を見込んでおります。 

 最後に、戻りまして恐縮ですが、６２ページをご

覧ください。一番上の枠の中の１３、地域振興基金

繰入金１８億７，１１４万２，０００円のうち１，

９００万円を永楽館歌舞伎開催事業費に充てさせ

ていただいています。この金額は、２０２５年度と

比較いたしまして６００万円の減としております。 

 私からは以上です。 

○分科会長（芹澤 正志） 但東振興局地域振興課、

大岸課長、どうぞ。 

○但東振興局地域振興課長（大岸 勝也） 最初に歳

出を説明いたします。１１５ページをお開きくださ

い。説明欄の２段目が但東振興局分となります。大

きな変動があったもののみ説明をさせていただき

ます。光熱水費ですが、５３９万１，０００円を計

上しております。昨年の６０２万６，０００円より
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１１２万円減額いたしております。電気使用料の精

査による減額です。 

 ３行後ろの業務委託料です。庁舎の宿日直委託料、

清掃委託料、除雪委託料ですが、人件費の高騰によ

り昨年より３０万１，０００円増額し、５６７万１，

０００円を計上いたしております。 

 その下の自動車管理費ですが、振興局５台分の管

理費で大きな変動はございません。 

 次に、１１７ページをお開きください。一番上の

段、但東振興局プロジェクト費です。５行目の業務

委託料６７４万円のうち、但東地域公共施設あり方

検討業務として１７０万円を計上いたしておりま

す。２０２５年度からの引き続きの業務で、但東庁

舎を含む周辺の公共施設の在り方について、市民の

声をお聞きしながら、縮充の考え方の下に検討を進

めてまいりたいと思っております。 

 次に、２８９ページをお開きください。下から８

行目、東井義雄の心を伝える推進事業費で４７万７，

０００円を計上いたしております。ここ数年継続し

て取り組んでいる東井義雄に関する新しい文献資

料の調査研究、整理、保存に係る費用、また、例年

開催しております東井義雄教育塾講演会などの事

業を継続して推進してまいりたいと思います。 

 次に、３０３ページをお開きください。日本・モ

ンゴル民族博物館の管理費ですが、博物館の管理運

営に関する予算となります。管理費については大き

な変動はございません。 

 次に、３０７ページをお開きください。日本・モ

ンゴル民族博物館の事業費です。昨年１２月議会で

お認めいただきました開館３０周年記念特別展テ

レビアニメ「天幕のジャードゥーガル」から読み解

く、モンゴル帝国の美しき女性たち展（仮称）の委

託料のほか、６００万円の債務負担と、そのほか特

別展等に係る消耗品などの計７９万４，０００円、

合計６７９万４，０００円を計上いたしております。

１３世紀のモンゴルを題材とした人気漫画のテレ

ビアニメ化を好機として捉え、特別展を行うことに

より、これまでのモンゴルファンのみならず、アニ

メファンなど幅広い客層を取り込みながら、モンゴ

ル博物館の周知、来館者増加に努めてまいりたいと

思います。 

 続きまして、歳入のご説明をします。３１ページ

をお開きください。中ほどにあります日本・モンゴ

ル民族博物館入館料です。開館３０周年記念特別展

の収益増加分を見込んでおります。例年１９０万円

ほどを見込んでおりましたが、今年度は５４３万円

と大きく増額を見込んでおります。これは、今まで

の特別展で一番収入があった開館２５周年記念の

はしもとみおの木彫り展の収入を基に積算した収

入額となっております。大きな増額となっておりま

すが、博物館職員を中心に、但東振興局職員も一体

となり、様々な関係機関にお力をお借りしながら取

り組んでまいりたいと思います。 

 続きまして、６３ページをお開きください。上か

ら４段目です。東井義雄遺徳顕彰基金繰入金で４７

万７，０００円を計上しています。こちらは先ほど

歳出でご説明しました東井義雄の心を伝える推進

事業費の財源として、基金からの繰入れを行うもの

です。 

 以上で説明を終わります。 

○分科会長（芹澤 正志） 消防本部、中地部参事、

どうぞ。 

○消防本部参事（中地  修） ２５６、２５７ペー

ジをお開きください。常備消防費の歳出についてご

説明を申し上げます。 

 初めに、人件費につきましては、人件費の８行下

になります会計年度任用職員（フルタイム）５１７

万５，０００円につきましては、定年引上げに伴い

ます定年前再任用短時間職員勤務２名の人件費と

なっております。 

 次に、２５８ページ、２５９ページをお開きくだ

さい。２５９ページの下段の救助活動事業費につい

てでございます。前年度と比較しまして７９万９，

０００円を増額し、２９１万９，０００円を計上し

ております。主なものといたしまして、事業用備品

につきまして、高所作業時に使用しますフルハーネ

ス型墜落制止用器具を更新するため、１２８万７，

０００円を計上しております。 
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 次に、同ページ下の消防装備管理費についてです。

前現年度から４，１６３万３，０００円を増額し、

６，１３０万円を計上しております。 

 ２６１２６２ページをご覧ください。そのうち修

繕料につきまして、前現年度から４，２６３万円を

増額し、５，１８４万円を計上しております。主な

ものといたしましては、整備から１２年経過します

豊岡消防署３５メートル級はしご付消防自動車の

オーバーホールを行うために、４，４７５万円を計

上しております。 

 次に、同ページの情報通信設備管理費につきまし

て、前年度と比較しまして１億１，６７７万円を増

額し、２億２，２３６万９，０００円を計上してお

ります。内訳といたしましては、下段から１１行目

にあります投資委託料におきまして、高機能消防指

令センター整備から５年を経過します消防指令シ

ステムのうち、情報系部分の更新を行うために１億

７，７６５万円、また、設置から１０年が経過しま

す港、大岡山、郷路岳の消防救急デジタル無線基地

局の非常用発電設備の消耗品の交換を行うために

１，２１０万円、また、港無線基地局の直流電源装

置の警報基盤の更新を行うために１４３万円を計

上しております。 

 続きまして、２６２ページ、２６３ページをお開

きください。２６３ページの下段にあります消防施

設費、豊岡消防署消防設備・施設整備事業費につき

ましては、消防施設整備計画に基づきまして、配備

後１５年を経過しました豊岡消防署配備の消防ポ

ンプ自動車を更新するものでございます。計上額は

７，４８４万５，０００円でございます。 

 続きまして、２６４、２６５ページをお開きくだ

さい。２６５ページの上段にあります日高分署消防

設備・施設整備事業費につきましては、昭和５９年

建築の日高分署の庁舎につきまして、建物の耐久性

を改善し、消防活動に必要な機能を維持していくた

めに改修を行うものでございます。２０２６年度に

つきましては、改修設計業務を行うために５６１万

円を計上しております。 

 続きまして、歳入についてご説明申し上げます。

６８、６９ページをお開きください。６９ページ、

上から２行目、他会計負担分消耗品等のうち、５３

万６，０００円が消防本部関係分となっております。

これは、令和８年度北海道で開催予定とされていま

す緊急消防援助隊訓練に係ります乗船運賃、通行料、

燃料費となっております。 

 続きまして、７６ページ、７７ページをお開きく

ださい。７７ページ、下から４枠目、消防債の消防

本部分でございます。消防防災施設整備事業債の事

業名、消防ポンプ自動車のうち、消防本部関係分７，

４５０万円が先ほど説明を申し上げました豊岡消

防署消防ポンプ自動車更新に係ります市債でござ

います。同じく、３行下の日高分署につきましても、

先ほど歳出でご説明させていただきました事業に

係ります市債でございます。 

 次に、消防防災設備整備事業債の２行目、消防指

令センターの１億３，３２０万円につきましては、

先ほどご説明申し上げました高機能消防指令セン

ター情報系部分更新事業に係ります市債でござい

ます。 

 なお、市債の種類についてでございますが、消防

ポンプ自動車につきましては、緊急防災減災事業債

を、日高分署につきましては、緊急防災・減災事業

債と脱炭素化推進事業債を、消防指令センターにつ

きましては、防災対策事業債を予定しております。 

 消防本部の説明は以上でございます。 

○分科会長（芹澤 正志） 選管監査事務局、中奥局

長、どうぞ。 

○選管監査事務局長（中奥  実） 令和９年４月に

執行予定の県議会議員選挙に係る予算について説

明させていただきます。 

 この県議会議員選挙は、令和９年４月２９日に任

期満了を迎えるため執行されるもので、令和８年度

については、選挙準備に係る経費を要求するもので

す。 

 それでは、予算書１４１ページをご覧ください。

中段、県議会議員選挙費です。説明欄の人件費は、

会計年度任用職員報酬として、選挙事務補助員２人

分の報酬です。その下、選挙管理委員会事務局とあ
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る消耗品費などですが、事務用消耗品や啓発チラシ、

入場整理券等の郵便料を計上しております。この県

議会議員選挙費の事務等に要する経費は合計で５

０６万１，０００円で、これに人事課所管分の時間

外手当の人件費を加えますと、この選挙に要する令

和８年度分の費用としましては、同額で５６７万７，

０００円となります。 

 次に、歳入です。５７ページをご覧ください。２

項目め、上から２行目、兵庫県議会議員選挙事務委

託金５６７万７，０００円は、県からの委託金とな

ります。 

 選管監査事務局からは以上です。 

○分科会長（芹澤 正志） 説明は終わりました。 

 既に説明を終えておりますので、これから質疑に

入ります。質疑はありませんか。 

 須山委員。 

○委員（須山 泰一） 最後にあった県議選の予算は、

これはどういう想定で行われてるんでしょうか。例

えば、議論になってます投票時間のことだとか、そ

ういうことについてはどういうふうなあれでしょ

うか。 

○分科会長（芹澤 正志） 中奥局長。 

○選管監査事務局長（中奥  実） 投票時間につい

ては、今までどおり８時ということで予定をしてお

ります。 

○分科会長（芹澤 正志） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） そうですね、いろんな考え方

があると思いますけど、できるだけ、あっ、それこ

そ香美町や新温泉町との関わりもあるんですね、県

議選の場合は。また僕らも意見出していきたいと思

うんですけど、できるだけ参政権がきちんと、選挙

権がきちんと保障されるようにお願いしたいと思

います。 

 ほかにもいいですか。 

○分科会長（芹澤 正志） はい、どうぞ。 

○委員（須山 泰一） 危機管理課でしたか、慢性的

な人員不足というのは言われたと思うんですけど、

もう一度、どういう部署が慢性的な人員不足になっ

てるんでしたか。 

○分科会長（芹澤 正志） 松岡課長。 

○危機管理課長（松岡 久雄） 今、ご指摘の部署は、

先ほども少し説明をさせていただきましたけれど

も、危機管理課の中の危機管理係。消防係と危機管

理係、２つの係で今構成しておりまして、危機管理

係が従事します啓発事業ですとか、地区等への補助

金事業も持ってますし、訓練の実施ですとか、特に

県との事務調整もかなり多くありまして、そういっ

たところの普通の平時だけの勤務時間では到底処

理できない事務量があります。それを時間外もして

やってるんですけども、先ほど申し上げたとおり、

２０２２年度から、理由は分からないですけど１名

減になっておりまして、今は、私、課長で、課長補

佐１人、危機管理係長１人の係員１人、実質、危機

管理の分野を携わってるのは、この４人でやってま

す。ですので、到底間に合ってない状態がずっと続

いてまして、時間外をせざるを得ないという状況が

あります。 

 それで輪をかけて、ここの時間外には入りません

けど、当然天気が悪くなれば、それで連動して事務

はもう膨大に増えていきますので、そういったとこ

ろもびくびくしながら、日常業務についても兵庫県

は３つの課が防災関係としてあり、それを一手に引

き受けてますので、どうしてもオーバーワークにな

らざるを得ないということです。これは人事にも言

ってるのですけども、なかなか難しく、この状況が

続いてます。以上です。 

○分科会長（芹澤 正志） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） どうしたもんですかね。何と

か人事のほうが、ほんま、ちゃんとしてほしいです

よね。どう思われますか。 

 それだけはっきりとね、不足してると言われるん

だから、これ何とかしてほしいですけど、ここに担

当の人事の方いないでしょうし、はい、分かりまし

た。お疲れさまです。 

○分科会長（芹澤 正志） ほかに。 

 青栁委員。 

○委員（青栁 順子） ２６５ページの危機管理課さ

んの、小さいことで大変恐縮なんですけれども、防
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災支援員って何をなさる方でしょうか。会計年度任

用職員の報酬で４５万円ついてるんですけども。 

○分科会長（芹澤 正志） 松岡課長。 

○危機管理課長（松岡 久雄） こちらは、具体的に

いいますと、例えば、ＯＢの職員さんとかで、実際

に災害対策本部ですとかその地域で本部を立ち上

げたときに、ノウハウ等持っておられますので、そ

のときに来ていただいてお力をお借りします。５月

の防災訓練のときには、各振興局でもこの防災支援

員さんにも呼びかけて、一緒に訓練していただくと

いうことがありますので、当初予算の中では、訓練

だけを想定して計上しています。もしこれが例えば

災害とかになってきますと、また別途予算要求する

ということになりますが、一応、当初予算ではそう

いう考え方です。以上です。 

○委員（青栁 順子） 分かりました。 

○分科会長（芹澤 正志） よろしいですか。 

 その他ございませんか。 

 それでは、質疑を打ち切ります。 

 ここで、委員の皆さん、当局職員の皆さんから、

何かありましたらご発言願います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（芹澤 正志） 特にないようですので、

ここで分科会を暫時休憩します。 

 皆さんには、もう少しお時間をいただきまして、

当委員会の午後の部の職員の中に長年の勤めを終

えられまして、今年度末をもって退職される方、あ

るいは今年度末に役職定年を迎えられる方が合わ

せて２名いらっしゃいます。 

 井﨑消防長と田中消防本部参事、一言ずつご挨拶

をいただければと思います。よろしくお願いします。 

○消防長（井﨑 博之） 私がこの委員会に初めて出

席をさせていただいたのんは、ちょうど５年前、総

務課長としてこの場に来させていただきました。以

来、予算、それから事務概要等、多数にわたって委

員の皆様にはご審議をいただきました。本当にあり

がとうございました。 

 本市におきましても、少子高齢化、また人口の減

少というのが毎年少しずつ進展をしているような

状況だと思っております。そういった中、消防需要

というのは、救急件数は増加傾向、また、火災救助

については、若干の波はあるものの、おおむね横ば

い状況というようなことでございます。 

 よって、消防需要っていうのは、人口に比例する

ことなく今後も今の状況で推移していくんだろう

なというふうに思っています。引き続き、消防本部、

消防行政にご理解とご協力を賜りますよう、どうぞ

よろしくお願いいたしたいというふうに思います。 

 それと、４月からはこの場所にまた新たな職員が

来ることになります。何分消防職員というのは口下

手でシャイな人間が、私を筆頭に多いですので、ど

うか皆様方の寛大な心と優しい言葉で支えていた

だけたらなと思いますので、引き続きどうぞよろし

くお願いします。 

 長い間ありがとうございました。（拍手） 

○消防本部参事（田中 陽一） 皆さん、３年間、大

変お世話になりました。私、地元の高校を卒業して、

４２年間、警防一筋でやってまいりました。そんな

中で、先ほどお話をされた消防長とは同級生で、消

防長は救助の分野で、私は救急の分野で互いに現場

で協力し合いながらやってきました。そして、この

最後の３年間にまた消防長と一緒に長年やってき

たこの警防課、警防の業務のことを皆様にお伝えで

きたことは、大変私にとって光栄な時間でした。本

当にありがとうございました。お世話になりました。

（拍手） 

○分科会長（芹澤 正志） 退職をされます方々のま

すますのご健勝をお祈りしております。 

 皆さん、退職されます方にいま一度盛大な拍手を。

（拍手） 

 それでは、当局の皆さんは、ご退席いただいて結

構でございます。お疲れさまでした。 

午後１時４６分 分科会休憩 

──────────────────── 

午後１時５１分 分科会再開 

○分科会長（芹澤 正志） それでは、休憩前に引き

続き、分科会を再開します。 

 第２６号議案の審査につきましては、先ほど質疑
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まで終えましたので、これより賛否の確認に入りま

す。 

 本件につきまして、賛成とする方は挙手をお願い

します。 

〔賛成者挙手〕 

○分科会長（芹澤 正志） ありがとうございます。 

 それでは、賛成としない理由を須山委員、よろし

くお願いします。 

○委員（須山 泰一） そうですね、ここで反対討論

はせんでええということなんで、予算決算までにも

うちょっと吟味しますけど、取りあえずはっきりし

た超過課税です。以上。 

○分科会長（芹澤 正志） 超過課税についてですね。 

 それでは、ほかには大丈夫ですね。 

 それでは、分科会を暫時休憩します。 

午後１時５２分 分科会休憩 

──────────────────── 

午後１時５２分 委員会再開 

○委員長（芹澤 正志） 委員会を再開します。 

 これより、３の協議事項、意見・要望のまとめに

ついて、アの委員会意見・要望のまとめに入ります。 

 当委員会に審査を付託されました案件の本日の

審査は終了しました。 

 ここで、委員会意見・要望として、委員長報告に

付すべき内容について協議いただきたいと思いま

す。 

 暫時休憩します。 

午後１時５２分 委員会休憩 

──────────────────── 

午後１時５３分 委員会再開 

○委員長（芹澤 正志） それでは、再開いたします。 

 委員長報告についてですが、内容につきましては、

正副委員長にご一任願いたいと思いますが、ご異議

ありませんでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芹澤 正志） ご異議なしと認め、そのよ

うに決定しました。 

 委員会を暫時休憩します。 

午後１時５３分 委員会休憩 

──────────────────── 

午後１時５４分 分科会再開 

○分科会長（芹澤 正志） 分科会を再開します。 

 これより、３の協議事項、（２）の意見・要望の

まとめについて、イの分科会意見・要望のまとめに

ついて、まとめに入ります。 

 当分科会に審査を分担されました案件の本日の

審査は終了しました。 

 ここで、分科会意見・要望として予算決算委員会

に報告すべき内容について協議いただきたいと思

います。 

 暫時休憩します。 

午後１時５４分 分科会休憩 

──────────────────── 

午後１時５４分 分科会再開 

○分科会長（芹澤 正志） それでは、再開いたしま

す。 

 分科会長報告についてでございますけれども、内

容につきましては、正副分科会長にご一任願いたい

と思いますが、ご異議ありませんでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（芹澤 正志） ご異議なしと認め、その

ように決定しました。 

 以上で分科会を閉会いたします。 

午後１時５４分 分科会閉会 

──────────────────── 

午後１時５４分 委員会再開 

○委員長（芹澤 正志） 続いて、委員会を再開いた

します。 

 これより、（３）の閉会中の継続審査申出につい

てに入ります。 

 資料６ページにあります委員会重点調査事項を

閉会中の継続審査事項として議長に申し出したい

と思いますけども、これにご異議ございませんでし

ょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芹澤 正志） なしですか、はい、よろし

いですか。ご異議なしと認め、そのように決定しま

した。 
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 それでは、これより４のその他に入ります。 

 その他、委員の皆さんから何かありましたらお願

いいたします。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芹澤 正志） ないようですので、以上を

もちまして、常任委員会を閉会いたします。お疲れ

さまでした。 

午後１時５５分 委員会閉会 

──────────────────── 
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